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韓東勲の物語

金京鎮

『韓東勲の物語』は金京鎮がAI書房で公開するオンライン書籍です。2024年12月3日の非常戒厳か

ら法務行政、検察改革、庶民政策に至るまで、韓東勲の公的歩みと人間的な姿を記録しています。
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プロローグ 味方ではなく国を選んだ人

全章を見る

次の章 →

2026年1月29日、私はテレビの前に座っていました。

党から韓東勲前代表の党員権剥奪を可決したとの速報が流れてきました。画面の中の記者たちは慌

ただしく動き回り、政治評論家たちは高揚した声で論評を浴びせていました。私はリモコンを置き、

胸の奥が締め付けられる思いがしました。

その夜、私はこの本を書こうと決意しました。

私は弁護士です。検事として13年、弁護士として15年以上、法曹界に身を置いてきました。国会議

員としても4年間務め、現在は人工知能時代の法と政策を研究しています。私も同じ政党の所属です。

特定の地域の党協委員長も務めています。このような私が、なぜ党指導部の決定とは異なり、この

本を書くことになったのでしょうか。

それは「韓東勲」という名前そのもののせいです。

2024年12月3日深夜10時30分。大統領が非常戒厳を宣言した際、与党の代表が最も先に「違憲」

と叫びました。20年近く共にしてきた大統領、自分を政治の世界へと導いてくれたその人に逆らう

選択でした。彼は迷いませんでした。国会へと走りました。同僚議員の手を握り、本会議場へと入

りました。190票の全会一致。戒厳は解除されました。

そして、彼はすべてを失いました。

大韓民国の憲政史上、このようなことがあったでしょうか。自らの政治生命を賭けて憲法を守った

与党の代表が、まさにその理由で自党から追放されたことについてです。

私は法律を学んだ者です。憲法第1条を知っています。「大韓民国は民主共和国である。」ハン・ド

ンフンはその夜、この条文を全身で守りました。軍人たちが国会を包囲したとき、逮捕の脅威が囁

かれたとき、彼は退きませんでした。味方ではなく国を選びました。そのような人が「裏切り者」

という烙印を押され、党から除名されたのです。

私は問いかけたいのです。いったい何に対する裏切りというのでしょうか。

本書は韓東勲を英雄として描くものではありません。彼は完璧な人ではありません。過ちもあり、

欠点もありました。党代表時代、コミュニケーションの限界を示したという批判、政治的な柔軟性

が不足しているという指摘、私もこれらの評価に一部同意します。

しかし、一つだけ明確なことがあります。決定的な瞬間に、彼は正しい選択をしました。自分にとっ

て不利な選択でした。政治家としては愚かに見えるが、一人の市民として当然なすべき選択でした。

私たちの社会に、このような人がどれほどいるでしょうか。
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私は1966年生まれです。1987年体制の誕生を見守ってきた世代です。民主化の熱気の中で青春を

過ごし、その民主主義が成熟していく過程を共に歩んできました。しかし、2024年12月のあの夜、

私は気づきました。私たちが当然だと思っていた民主主義がいかに脆弱なものなのかを。

もし韓東勲がいなかったら、どうなっていたでしょうか。

与党の代表が戒厳を支持し、あるいは沈黙していたとしたら、国会の戒厳解除議決がそれほど迅速

に成立したでしょうか。流血の事態なく憲政秩序が回復されたでしょうか。私はあの夜、大韓民国

が内戦直前の崖っぷちに立っていたと考えます。ハン・ドンフンはその崖から国を掴み直しました。

本書を執筆するにあたり、私は膨大な資料を読み漁りました。新聞記事、インタビュー全文、国会

会議録、裁判所の判決文。ハン・ドンフンの検事としての歩みを追跡しました。彼が捜査した名前

は、大韓民国経済界の頂点に立つ人々でした。党派を問いませんでした。強者には厳しく、原則を

守り通しました。

「強強弱弱」。強い者には強く、弱い者には優しく。これが彼の哲学でした。

ロンスタ事件において、この哲学が輝きを放ちました。2006年、若き検事だった彼はロンスタの外

換カード株価操作事件を捜査し、有罪判決を導き出しました。それから20年後、法務部長官となっ

た彼は、6兆ウォンに及ぶ国際仲裁の賠償判決の取消しを主導しました。誰もが不可能だとしました。

勝訴確率1.6パーセント。しかし、彼は押し通しました。そして勝利しました。

このような人物が、今、党から追放され、荒野を一人さまよっています。

私は一人の人の物語をお伝えしたかったのです。

不正の前で退かなかった人。自己の利益よりも公共の善を選んだ人。結果に執着せず、正しいと信

じることを成し遂げた人。そして、その代償としてすべてを失った人。

韓東勲の物語は、私たちすべての物語です。原則を守って生きることがどれほど難しいか、しかし

それがなぜ今なお重要なのかを示す物語です。ある方々はこうお尋ねになるでしょう。「なぜ今、

彼が最も苦しい時期にこの本を出版するのか」と。私は答えます。「まさに今だからです」と。

韓東勲が順調に成功を収めている時に称賛するのは容易です。しかし、彼を非難する声がすべてを

覆い、彼が危機に直面している今こそ、彼の物語を語ることにこそ意味があります。2026年の韓国

はまだ混乱の中にあります。戒厳令の傷は癒えず、政治は極端へと走っています。このような時代

において、私たちに必要なのは何か。私は「強強弱弱」の精神だと考えます。強い者には強く、弱

い者には温かい政治。派閥ではなく国を選ぶ勇気。結果を恐れずとも正しいことを行う決断。韓東

勲は、そのような政治の可能性を示しました。たとえ彼が今、党から追放された身だとしても、彼

が示した可能性は消えることはありません。

この本が、その可能性を記憶する手助けとなることを願っております。

最後に、読者の皆様におねがいいたします。
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本書をお読みになる際、一時的に「韓東勲」というお名前を忘れ、政治的な先入観を手放してくだ

さい。一人の人生を追いかける中で、彼が直面した選択の瞬間をともに体験してください。

そして、ご自身に問いかけてください。「私ならどうしたか。2024年12月3日の夜、私がその場に

いたなら、どのような選択をしたか。」

その問いへの答えこそが、本書をお読みになる真の意味です。

2026年2月 金京進

なお、本書は著者キム・ギョンジンが韓東勲氏のメディアインタビューや大統領選挙公約などを基

に、キム・ギョンジン自身の視点から分析し、同氏の観点で執筆したものです。

韓東勲氏との協議や、チェック、検閲、審査、口述による受諾を受けたものではありません。韓東

勲氏自身の立場と異なる可能性があり、その場合は本書の記述はキム・ギョンジンの考えであるこ

とをあらかじめお知らせいたします。ご容赦ください。

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #韓東勲 #韓国政治 #法務部 #検察改革 #非常戒厳 #ローンスター #庶民政策
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第1章 2024年12月3日夜10時30分

第1部 味方ではなく国を選んだ夜

← 前の章

全章を見る

次の章 →

韓東勲は除名されました。

2026年1月29日、国民の党の張東赫代表は、前任の党代表であり有力な大統領候補であった韓東勲

を党から追放しました。その罪状は「該当行為」でした。

しかし、歴史は異なる記録を残すでしょう。憲法を守護した代償であったと。悲劇の種は正確に1年

2ヶ月前に蒔かれました。大韓民国が息を止めたある冬のことでした。

2024年12月3日夜10時27分、尹錫悦大統領が龍山大統領室で緊急談話を始めました。

多くの国民は北朝鮮の挑発や外交上の事態を予想していました。しかし、大統領の口から発せられ

た言葉は「非常戒厳」でした。「終北勢力を掃討し、自由憲政秩序を守るために非常戒厳を宣言す

る。」44年ぶりに憲政史の時計の針が逆回転する瞬間でした。

その時、韓東勲国民の党代表は放送を見守っていました。

彼は生涯にわたり憲法と法を取り扱ってきた人物でした。大統領の談話の中に、憲法が定める戒厳

令の要件は見当たりませんでした。「戦時、事変、またはこれに準ずる国家非常事態」という文言

はどこにも存在しませんでした。

韓東勲は即座に判断しました。これは誤りであると。

民主党が事実上大統領職を麻痺させるほど権限を濫用したことはあったものの、これは選挙によっ

て審判されるべき問題であり、民主主義国家において政敵を反国家勢力と規定し、軍隊を動員して

殲滅しようとする発想は、憲法精神と両立し得ないという考えでした。

迷いはありませんでした。

大統領の談話が終了するとすぐに、韓東勲は韓国政界で最も早く沈黙を破りました。彼は緊急メッ

セージを発信しました。「大統領の非常戒厳令の発令は誤りです。国民と共にこれを阻止します。」

メッセージの末尾には「国民の力党代表 韓東勲」という肩書きを明確に記しました。与党が大統領

の決定を公式に拒否するという、憲政史上前例のない宣言でした。

メッセージを送った直後、彼は国会へ向かいました。周囲からの制止が殺到しました。「今から国

会へ行けば危険です」「軍が進入しています」という情報が次々と寄せられました。電話がかかっ

てきました。「絶対に捕まってはいけません。一日ほど身を隠してください。」韓東勲は後日、そ

の瞬間をこう回想しました。「俗な言葉で言えば、『ああ、俺は終わった』という思いが湧いてき
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ました。」恐怖が襲ってきました。しかし、彼は車を振り返りませんでした。恐怖はありましたが、

国会へ向かうことは国家のための決意でした。

確信がありました。自分が現場にいなければ、憲法上の重みを持つ与党代表としてそこに立ってい

なければ、戒厳軍に政治的な負担を与え、流血の事態を防ぐことはできないという確信でした。

韓東勲は、自分のすべてが終わるかもしれないその夜、闇を切り裂いて車に乗り、汝矣島へと走り

ました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #韓東勲 #韓国政治 #法務部 #検察改革 #非常戒厳 #ローンスター #庶民政策
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第2章 銃口の前に立った人

第1部 味方ではなく国を選んだ夜

← 前の章

全章を見る

次の章 →

韓東勲が国会議事堂に到着したとき、状況は戦時と変わらぬものでした。

武装した戒厳軍が国会への侵入を試みていました。硝子窓が割れる音とヘリコプターの轟音が混じ

り合い、地獄絵図を呈していました。

逮捕対象者名簿に与党代表である自身の名前が載っているとの情報も至る所から届いていました。

国民の力代表室の隣室まで戒厳軍が侵入していたのです。

逮捕後の移送過程における射殺の脅威に関する証言さえ後に明らかになるほど、状況は厳酷でした。

野党議員の助力を得て、韓東勲は本会議場に入ることができました。これは党派を超えた憲法擁護

の問題でした。

本会議場には議員たちが集まっていました。与党議員の姿はめったに見られませんでした。韓東勲

は国民の力の議員たちに国会への集結を促しました。テレグラムや電話を通じて説得しました。「

戒厳を阻止しなければ保守は生き残れない」「憲法機関としての責任を果たさなければならない」。

その結果、18名の国民の力議員が本会議場に結集しました。もし野党議員のみで戒厳解除を議決し

ていたなら、大統領はこれを「反国家勢力の扇動」として無視したかもしれません。与党代表と議

員が共に参加した「超党派の拒否」は、いかなる名分でも覆せない憲法上の正当性を確保しました。

その時、当時の民主党代表であった李在明は逮捕を避けて身を潜め、動向を窺っていました。韓東

勲は国会本会議場の真ん中で守りを固めていました。彼は後にこう回顧しました。「李在明代表は1

時間後にようやく現れました。私は命を賭けて即座に駆けつけました」

12月4日未明1時、国会議長である禹元植の進行のもと、非常戒厳解除要求決議案が上程されました。

電光掲示板に数字が映し出されました。

在席190名。賛成190名。在席議員全員の賛成による満場一致可決でした。与党と野党の区別が消

失した瞬間でした。その190票には、韓東勲と彼に従った18名の与党議員が含まれていました。彼

らが投じた票は単なる賛成票ではありませんでした。銃口の前でも民主主義を放棄しないという宣

言でした。

韓東勲はようやく安堵の息を吐きました。

まさにその瞬間が、大韓民国の運命を分けたのです。彼はこう述べました。「あの夜、戒厳令を解

除していなければ、翌朝から街に繰り出した市民と若き軍人たちの間で、恐ろしい流血の事態が勃



9

発していたでしょう」

投票直後、韓東勲は記者たちの前に立ちました。彼の声は断固としていました。「国会の決定によ

り、昨夜発令された違憲・違法な戒厳令は効力を失いました。今、戒厳令を根拠に軍と警察が公権

力を行使することは違法です」

この宣言は、混乱に陥っていた軍と警察、そして公務員たちにとって明確な指針となりました。さ

らなる不法行為を抑止する決定的な役割を果たしたのです。

彼は頭を下げました。「与党としてこのような事態が発生したことを、大変遺憾に思います」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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第3章 韓国、内戦の瀬戸際から脱出する

第1部 味方ではなく国を選んだ夜

← 前の章

全章を見る

次の章 →

その夜の状況は、私たちが想像するよりもはるかに危険でした。

大韓民国は、「内戦」という恐ろしい言葉の入口まで行き、引き返したに等しい状況でした。軍内

部でも、命令に従うべきか否かで混乱が極限に達していました。

国会が直ちに戒厳令を解除していなければ、ソウル市内の真ん中で大統領府へモロトフ・カクテル

が投げ込まれ、実弾射撃が行われ、軍人、警察、そして市民同士が互いに銃を向ける悲劇が起きた

ことでしょう。

韓東勲は、その崖っぷちを目の当たりにしました。

彼は知っていました。今ここで「我ら側」につくことが、すなわち国を滅ぼす道であることを。目

を閉じて盲目的に大統領の側に立ったなら、彼は保守の強硬支持層の英雄となっていたかもしれま

せん。

しかし、彼は「自陣営ではないが我が国」を選びました。

「国がなければ報酬もありません。国民が血を流せば、政治に存在理由はありません。」後日、彼

が回顧したその日の心境です。彼は自分が属する陣営が崩壊するのを知りながら、大韓民国という

共同体が破壊されるのを防ぐために、自身の政治生命を賭けました。

韓東勲の行動は計算されたものではありませんでした。眼前に迫った内乱の恐怖の前で、国民を救

わねばという切迫した思いが生み出した歴史的決断でした。彼はあの夜、政治家ではなく一人の市

民として、そして公人として、最も当然かつ困難な行いを実行しました。

彼の決断は単に憲政秩序を守護した次元を超え、究極的には保守政党が「内乱勢力」として歴史に

烙印を押され消滅するのを防いだ「政党を救う決断」でもありました。民主党が国民の力を向けて

「戒厳擁護政党」「内乱同調政党」と攻撃する際、韓東勲は堂々と対峙することができました。

「国民の力は、党首が先頭に立って戒厳を阻止した政党です。」彼は李在明代表が自らの安寧を気

遣って身を隠している時、与党代表として最も早く違憲性を指摘し現場を守り抜くことで、保守の

道徳的優位性を証明しました。

後日のインタビューで彼はこう語りました。「あの夜、戒厳令を解除していなければ、国民が立ち

上がり政権を転覆させ、国民の党も消滅していたでしょう。戒厳を阻止するには保守が主導的な役

割を果たすべきだという切迫した思いがありました。」
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尹錫悦大統領と韓東勲代表。二人の縁は20年という長い年月を貫いています。検察官時代、彼らは

互いを最も信頼する先輩後輩でした。徹夜して捜査記録を検証し、正義について語り合う関係でし

た。目を見れば互いの考えが読み取れるほどでした。

多様な事件の捜査から文在寅政権時代の4度の左遷と迫害に至るまで、二人は苦楽を共にした「ブロ

マンス」の象徴でした。尹錫悦は韓東勲を「独立運動家のように捜査してきた人」と称賛しました。

韓東勲は尹錫悦を信頼し、法務部長官の職を引き受け、180議席を擁する巨大野党と単独で戦い抜

きました。

しかし2024年12月3日の夜、韓東勲は公的な義務の前で、その20年の縁をやむなく断ち切らなけ

ればなりませんでした。

人間としてなぜ苦しくなかったでしょうか。本当に苦しかったです。」

彼は後にこう回顧しました。「大統領とは長年にわたり互いに支え合い、信頼し合ってきました。

しかし、大統領が戒厳を宣言したからといって、それを阻止しなければならないのでしょうか。そ

れは誤りです。」

韓東勲は「公」と「私」の境界に立っていました。

彼は自分に問いかけました。「義理は誰に向けるべきか。二十年の縁か、それとも大

韓民国の国民か。」

その日以来、彼は大統領とかつてのように笑顔で会話することが二度とできなくなりました。それ

は裏切りではありませんでした。より大きな義理、国民に対する信頼を守るための苦しみでした。

彼は「公職は個人の恩恵や専有物ではなく、忠誠は国家に対するものであり、個人に対するもので

はない」という信念を確固たるものにしました。

「個人的な義理よりも、大韓民国と国民に対する義理が先です。」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第4章 「裏切り者」という名の十字架

第1部 味方ではなく国を選んだ夜

← 前の章

全章を見る

次の章 →

戒厳令解除後、政局は急激な流れをたどりました。

韓東勲は当初、大統領の「秩序ある退陣」を提案し、破局を回避しようと努めました。弾劾審判の

過程で国論が分裂し、混乱が深まることを懸念したからです。

しかし、尹大統領が国民向け演説で退陣の意思がないことを明確にし、むしろ戒厳令の正当性を主

張したことで、状況は急変しました。

韓東勲は保守の強硬な支持層から「裏切り者」という激しい非難の波に飲み込まれました。光化門

の太極旗集会では、彼の名前が引き裂かれました。党員掲示板には彼への呪いが溢れかえりました。

一部の地域では彼を糾弾する声が大きくなりました。極右のユーチューバーたちは叫びました。「

裏切り者、韓東勲」「左派の先導者」。昨日まで次期大統領候補として持ち上げていた人々が、一

夜にして彼に石を投げつけました。保守陣営内部で完全に孤立したのです。

韓東勲はこれらのすべての非難を全身で受け止めました。弁明しませんでした。「私が裏切り者な

ら、裏切り者になります。しかし、国を守った裏切り者になります」。彼は知っていました。

もし保守政党が戒厳令を擁護し弾劾に反対していたなら、保守は韓国史において永遠に消え去って

いたでしょう。国民は民主主義を脅かした勢力を決して許さなかったからです。

彼は自らの身に「裏切り者」という烙印を押すことで、保守という船が完全に沈むのを食い止めま

した。

「私が止めていなかったら、国は滅び、保守は絶滅していたでしょう」

彼のこの言葉は傲慢ではありませんでした。燃え盛る家の中で柱を掴んで耐え抜いた者だけが言い

得る、切実な告白でした。

彼は保守の価値が「独裁擁護」ではなく「憲法擁護」にあることを証明するため、自ら火の中へと

歩み入りました。

彼は後日のインタビューで、裏切り者というレッテルについてこう述べています。

「現実には『裏切り者論』をほとんど感じません。大邱の西門市場へ行くと、大邱の商人の方々も

戒厳令後に甚大な被害を受けたと訴えておられました。戒厳令によって国民の皆様が多くの被害を

受けられました。決して『2時間の出来事』にはなり得ないというお話です。」



13

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第5章 憲法を守った罪で荒野に追われる

第1部 味方ではなく国を選んだ夜

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年12月16日、弾劾案可決直後のことでした。韓東勲氏は党代表職を辞任されました。最高委

員らが相次いで辞任し指導部が崩壊する中、彼が立つべき場所はありませんでした。記者会見で彼

は頭を下げました。「今回の非常戒厳令の事態により苦しんだ国民の皆様に、心よりお詫び申し上

げます。」

「弾劾ではなく、より良い道を探ろうと努めましたが、結局は叶いませんでした。すべては私の不

徳のせいなのです。」

彼は党の分裂と大統領弾劾という憲政史上の悲劇の責任を、すべて自分自身に負いました。

しかし、彼は付け加えました。「心を痛める支持者たちを思うと苦しいですが、それでも後悔はい

たしません。私はいかなることがあっても大韓民国と主権者たる国民を裏切らないと約束したから

です。」

辞任後、彼は自邸にこもりました。

しかし、試練は終わっていませんでした。党権を掌握した親尹派と強硬な支持層、そして極右ユー

チューバーを中心とした勢力が、彼を絶え間なく攻撃しました。彼らは韓東勲を「左派と結託した

裏切り者」として追い込みました。

季節が二度変わり、2026年1月となりました。狂風は収まらず、むしろさらに激しさを増していま

した。

2026年1月29日、国民の党の張東赫代表は、韓東勲に対する「除名」を議決しました。最高委員会

が追認議決するまでに要した時間はわずか20分でした。

大韓民国憲法を守るために戒厳を阻止し、保守の価値を守るために弾劾に賛成した彼に対し、党は

「除名」という最も苛烈な刑罰を下しました。

それは反憲法を唱える幽霊たちの最後の暴挙にほかなりません。

オ・セフンソウル市長、16名の議員、一部の院外党協委員長らが声明を発表しました。「反憲法的・

非民主的な除名です。指導部は辞任すべきです。」大半の新聞社説はこれを「尹政権の暴走」と規

定しました。『朝鮮日報』の評論は「戒厳令による自爆で政権を明け渡し、今度は党まで自爆する

のか」と批判しました。
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彼らがハン・ドンフンを追放したその日、国民は初めて、誰が本当の保守で、誰が偽物なのかを明

確に知ることになりました。ハン・ドンフンは党籍を失いましたが、国民の心をつかみました。今

やハン・ドンフンは城の外へ追放され、荒涼とした荒野を一人歩かなければなりません。冬の夜の

銃口の前でも退かなかったその人が、今や何の役職もなく、寒い冬の日に裸身で荒野に一人立って

います。20年の同僚に背を向けたあの夜の重みが、裏切り者という烙印、そして除名という追放が、

彼の肩に重くのしかかっています。

しかし歴史は記憶するでしょう。

国が最も危うかったその夜、最初に「これは誤りだ」と言ったのは誰だったのか。自分のすべてを

失うと知りながらも、味方ではなく祖国を選んだのは誰だったのかを。

これは終わりではありません。新しい物語の始まりです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第6章 大統領夫婦に苦言を呈した唯一の人

第2部 強強弱弱の韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年1月21日、週末の午後でした。

冬の陽光が窓を斜めに射し込むその時間、ハン・ドンフンの携帯電話が鳴りました。画面に表示さ

れた名前は、大統領府の有力者でした。通話を受ける前に、すでにその電話が何を意味するのかを

知っていました。

通話は長くは続きませんでした。大統領に代わって話した声は、端的でした。「委員長、辞任をご

検討ください。」

ハン・ドンフンは一瞬、沈黙しました。予想外の電話ではありませんでした。数日前、彼が発した

十二の言葉が龍山を揺るがしたことを、彼も知っていました。キム・ギヒ女史の高級バッグ受領疑

惑について、彼はこう述べていました。

「国民の期待に応じた措置が必要です。」

それはたったの十二文字でした。しかし、その十二文字は、龍山大統領府が命を賭して守ろうとし

た決定的な境界線を正面から揺るがすものでした。大統領がすべてを賭けて守ろうとしたもの、そ

れは金建希女士でした。

韓東勲は電話を耳に当てたまま、窓の外を眺めていました。

誰かがこの瞬間に頭を下げたことでしょう。誰かが言い訳を並べたことでしょう。誰かが妥協点を

見つけようと必死だったことでしょう。

しかし、韓東勲の答えは違っていました。

「国民のために歩み出た道です。やるべきことはやります。」

通話はそうして終わりました。

翌日の1月22日、韓東勲は記者たちの前に立ちました。すでに辞任要求説がメディアに広まった後

でした。無数のカメラのフラッシュが光りました。

彼は冷静かつ断固としてこう述べました。

「私の任期は総選挙後までです」

退陣の意思がないことを明確にしたのでした。
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龍山と汝矣島の間には張り詰めた緊張が流れていました。政界では「尹心」と「韓心」という言葉

が飛び交い始めました。尹錫悦の心と韓東勲の心。かつて同じ方向を向いていた二人の距離に、ひ

び割れが生じていました。

二日後の1月23日、忠清南道西川で火災が発生しました。伝統市場が灰燼と化しました。尹錫悦大

統領が現場を訪れ、韓東勲もその場にいました。二人は対面しました。

韓東勲は尹錫悦の前で腰を深く屈げて挨拶しました。

その挨拶は、メディアのカメラにそのまま収められました。ある人々はそれを屈辱と読み取り、あ

る人々は礼儀と読み取りました。韓東勲自身はその日、こう述べました。「大統領に対する尊敬と

信頼の心に変化はありません。」

彼は大統領専用列車に同乗しました。表面的には和解されたように見えました。親尹派の核心であ

るL某議員は「会話に誤解があった」として収拾に乗り出しました。韓東勲が大統領府と衝突したの

は、今回が初めてではありませんでした。

法務部長官時代から、彼は「辛辣な助言をする閣僚」として知られていました。へつらうことを知

らず、空気を読むことも知らなかったのです。

医療危機が発生した際も、同様のことでした。

2024年2月6日、政府は医師養成定員を2000人増やすことを正式に発表しました。研修医たちは一

斉に辞表を提出し、病院の救急部門は次々と機能不全に陥り始めました。手術を待つ患者たちは不

安に震え、国民の命が危険にさらされていました。厚生福祉部長官は段階的な増員を主張しました

が、これは現場の声でした。しかし大統領は一括増員を望んでいました。結局、2000人の増員が確

定しました。

2024年4月1日、それは釜山での選挙演説の現場でした。総選挙を控えた熱気の漂う中で、韓東勲

はマイクを握り、多くの人々が予想もしなかった言葉を口にしたのです。

「2000人という数字に固執したのは残念です。柔軟な対応が必要です」と述べ、さらに付け加えま

した。

「本日、政府も2000人という数字に固執せず、対話する方針であることを明らかにしました。」

これは、非対立委員長が政府の政策に対して公然と異議を唱えたことであり、それも全国に生中継

される選挙演説の場においてのことでした。

龍山では、不快感を隠しきれませんでした。

「なぜ党はあのようなことをするのか」という声が漏れました。

しかし、韓東勲は引けませんでした。

「私が国民の力を率いてから指摘した部分を、変えていない箇所はありますか？」という彼の問い

に、誰も答えられませんでした。



18

9月6日、韓東勲の仲介により「与野・議・政協議体」の提案がなされました。大統領府はついに一

歩後退しました。

「2000人という数字に拘わらず、合理的な案を持ってきたら議論しましょう。」と。韓東勲非対委

員長の仲介により、対話の場が設けられました。

安哲秀議員が提案しました。「10年間にわたり1004人増員案などを検討し、段階的に増やす方策

を議論しましょう。」

しかし、根本的な解決はなされませんでした。

後日、2025年11月27日に監査院の監査結果が発表されました。結論は冷徹なものでした。「

2000名の増員根拠は不十分であり、論理的整合性に欠ける」と。

監査院はさらにこう指摘しました。

"福祉部は、尹錫悦元大統領の指示に合わせて必要な医師数を推計しました"

ハン・ドンフンが最初から懸念していた正是そのことでした。彼は間違っていませんでした。ただ、

時代を先取りしすぎて、あまりにも早く正しかったのです。

2024年12月3日の夜。

大韓民国の憲政史に永遠に記録されるその夜、非常戒厳令が宣布されました。

韓東勲は迷いませんでした。

国会へ走りました。戒厳軍が国会を封鎖しようとしたものの、彼は議員たちと共に国会本会議場に

集まり、戒厳令解除を主導しました。

戒厳令は解除されました。

民主主義は守られました。

しかし、その代償は苛烈でした。

12月14日、尹錫悦弾劾訴追案が可決されました。最高委員5名が総辞職しました。指導部が崩壊し

ました。

12月16日、韓東勲は党代表職を辞任しました。

「すべては私の不徳のせいでございます。」

それが彼の最後の言葉でした。

2026年1月13日深夜11時45分。

深夜、国民の党倫理委員会が突如として会議を開きました。議題は韓東勲の除名議決でした。
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1月29日、最高委員会議が開かれました。

除名が確定しました。

韓東勲は声明を発表しました。

「必ず戻ります。」

彼はそう考えました。2024年1月21日、大統領室から辞任を求められた電話を受けたその日からこ

の瞬間まで。正確に2年の時が流れていました。

彼は大統領夫妻に辛辣な言葉を投げかけました。医療危機における執拗な姿勢を批判し、そして非

常戒厳令の発令を阻止しました。

その代償として、彼は党から追放されました。

しかし、韓東勲は後悔していませんでした。

権力の傍らで阿諛する方々もいらっしゃいました。私は問題を正そうとしました。"と、後に彼が行っ

たインタビューで語った言葉です。

そして彼は付け加えました。"}, {"kind": "p", "text": "「その方々は大統領と食事を共にしながら、

常に自慢をしておられました。では、なぜその時、何も言わず、率直な意見を述べられなかったの

でしょうか。

その時、何をされたのかについて、その方々自身が答えるべきだと私は考えます。」"}, {"kind": "

p", "text": "強強弱弱。

"}, {"kind": "p", "text": "強い者には強く、弱い者には弱く。

"}, {"kind": "p", "text": "それが韓東勲の哲学でした。そしてその哲学ゆえに、彼は最も強い者、

大統領とその夫人に苦言を呈した唯一の閣僚となったのです。"}

その代価が除名だとしても。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第7章 4度の左遷にも屈せず

第2部 強強弱弱の韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2019年7月の某夜のことでした。

韓東勲氏は大検察庁反腐敗強力部長に任命されたという報せを聞きました。検察内の特殊通の頂点

とも言うべき地位でした。彼の年齢は四十六歳。司法試験に合格し、その地位に就くまでには、ま

さに二十年の歳月を要しました。

頂点に立ったという気分だったのでしょうか。

しかし、運命は彼にさらなる試練を用意していました。

同年8月、趙前法務部長官候補者に対する検察捜査が始まりました。韓東勲氏はこの捜査の総指揮を

担いました。娘の大学入試不正疑惑、サモファンド投資疑惑、家族関連の不正疑惑。捜査の対象は

青瓦台の民政首席を務めた巨物であり、その背後には文在寅政権全体が立ちはだかっていました。

韓東勲は迷いませんでした。

「正当性がなければならない」

それが彼が後輩検事たちにいつも口にした言葉でした。権力の大きさではなく、法の原則が基準で

あるべきだと彼は信じていました。相手が誰であれ、違法行為は違法行為でした。捜査は成功しま

した。趙前法務部長は裁判にかけられました。その後、最高裁判所でも実刑が宣告されました。

しかし、その代償は大きかった。

2020年1月、秋美愛法務部長が就任しました。就任直後に実施された最初の検察人事で、韓東勲の

名前が挙げられました。

釜山高検察庁次長検事。

大検察庁次長から半年にも満たない時期に地方へ発令されるのは、検察史上まれに見る出来事でし

た。誰が見ても左遷でした。

初めての左遷でした。

「大丈夫です。」

韓東勲は静かに荷物をまとめ、釜山行きのKTXに乗り込みました。彼は窓の外を見つめました。ソ

ウルの街並みが次第に遠ざかっていきます。20年かけて登り詰めた地位から、一夜にして引きずり
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落とされる気持ちはどうだったのでしょうか。しかし、彼の瞳は揺らぎませんでした。

釜山での時間は長くは続きませんでした。

2020年3月31日、MBCが衝撃的な報道を行いました。「チャンネルAの記者と検察が癒着し、元ノ

ムヒョン財団理事長のユ・シミン氏の犯罪嫌疑を捏造しようとした」という内容でした。いわゆる

「検察と言論の癒着」疑惑です。その中心に韓東勲がいると報じられました。

「私はそのようなことをしたことはありません」

韓東勲はこれを反論しましたが、世論はすでに沸騰していました。検察と言論が手を組んで野党の

人物を陥れようとしたというフレームは強烈でした。連日、彼の名前がニュースを飾りました。彼

は犯罪者として扱われたのです。

2020年6月、2度目の左遷人事が発表されました。

法務研修院研究委員。

検察内で「左遷先」と呼ばれる地位でした。直接の捜査や指揮から完全に排除される閑職でした。

京畿道龍仁の静かな研修院で、彼は研究報告書を書く身となりました。

かつて財閥総帥を拘束し、国政運営の不正を捜査していた検察官が。

しかし、これは始まりに過ぎませんでした。

2020年7月29日、検察は韓東勲の自宅を家宅捜索しました。検察と言論の癒着疑惑捜査の一環でし

た。その日、捜査担当の検事が家宅捜索チームを率いて現れました。

事件は押収・捜索の最中に発生しました。

押収・捜索の過程で韓東勲は、治療に3週間を要する重傷を負いました。同席していた検察捜査官た

ちも、その瞬間に韓東勲が証拠隠滅を疑われるような行動をとったことはないと証言しました。そ

れにもかかわらず、そのような出来事が起こりました。

現職の検事が、現職の検事に対して暴行を加えたのです。

暴行被害者となった韓東勲は告訴状を提出しました。1審では加害検事に対し、懲役4ヶ月・執行猶

予1年が宣告され、有罪となりました。

しかし2022年7月21日、2審では「故意と傷害の立証が困難である」として無罪が宣告され、最高

裁判所も上告を棄却しました。

「冤罪ですか？」

誰かが尋ねた。韓東勲は首を振った。

「泣き言をすれば、みすぼらしくなる」
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彼が口癖のように言う言葉だった。冤罪であっても泣き言はしない。不当であっても怨まない。黙々

と自らの道を進む。

2021年6月、3度目の左遷人事が発表された。

司法研修院副院長。

一見すると法務研修院研究委員よりも優れているように見えたが、実態は全く異なっていた。司法

研修院副院長の席には検事が一人もいなかった。検事が就くべき場所ではないという意味であった。

研修院から研修院へ。検察の核心から辺境へ。韓東勲は黙々とその道を進んだ。不平も言わなかっ

た。怨みも抱かなかった。ただ、自らの立場でできることを成し遂げたのである。

そして2022年4月9日。

そして、逆転の訪れであった。

検察官と政治家の癒着事件について、検察は起訴猶予の決定を下しました。2 年間にわたり韓東勲

を縛り付けていた疑惑は事実ではないと、検察自身が認めたのです。

捏造された疑惑でした。

冤罪でした。

1 ヶ月後の 2022 年 5 月 17 日、尹錫悦政権が発足しました。そしてその日、韓東勲は第 69 代法

務部長官として任命されました。

4 度の左遷の末、彼は検察の長ではなく、検察の上に立つ地位に就きました。後日、韓東勲はその

時代を回顧し、こう述べています。

権力が誤りを犯すこともあります。しかし、その権力が誤った道を進んだ際にどのような是正力が

働くかが、その政権の成敗を左右してきました。私は損害を被っても、誤りを正そうと努めました。

正義は時に長い時間を要します。

しかし真実はやがてその本来の場所を取り戻します。

それを信じる者だけが、闇の中でも歩みを止めないでいられるのです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第8章 捜査哲学

第2部 強強弱弱の韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「三行で説明できなければなりません。」

韓東勲が後輩検事たちに最も頻繁に口にした言葉です。

いかなる複雑な事件であっても、核心は単純でなければならないという意味でした。

被疑者が何をしたのか、なぜそれが誤りなのか、法律の専門家ではない一般の国民が三行だけ読め

ば理解できなければならないと、彼は信じていました。

複雑に語ることは容易です。しかし、単純に語ることは困難です。核心を突き止めなければ、初め

て単純化できるからです。

もう一つの原則がありました。

「油を落として見ても、正当性があるものでなければなりません。」

捜査の正当性は、政治情勢や権力の思惑から来るものではありません。法の前で公正であるか、弱

者を保護し強者の不法を正すかが基準でなければなりません。韓東勲はこの原則を生涯にわたって

守り抜きました。

韓東勲の人生を貫くキーワードがあります。

「強強弱弱」です。

強い者には強く、弱い者には弱く。権力と富を持つ者たちの不法には、いっそう厳正に法を適用す

べきだという哲学でした。

世の多くの人々は、その逆を生きています。強い者には頭を下げ、弱い者には声を荒らげます。そ

れが現実的であり、賢明だと考えています。しかし、韓東勲は違いました。

2003年、30歳の韓東勲は大検察庁中央捜査部の検事として配属されました。そしてその年、彼は

韓国財界で序列第3位の大手企業と対峙しました。

SKグループの株式不正取引事件。

800億ウォン規模の不当利得を収得し、裏取引を指示した容疑が摘発されました。財閥の不正を捜

査することは、当時も現在も決して容易なことではありません。メディアの注視、政界からの圧力、

企業側のロビー活動。見えない手が捜査を困難にしました。しかし、韓東勲は揺るぎなく証拠を収
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集し、関係者を逮捕・起訴しました。裁判の結果、有罪が確定しました。

3年後の2006年、韓東勲は再び別の財閥企業と対峙しました。

現代自動車グループの非資金事件。

ソウル中央地方検察庁特殊2部でこの事件を担当した韓東勲は、非資金造成の疑惑を追跡しました。

その結果、関係者は勾留され、背任と横領の容疑で裁判にかけられました。2007年には公職者が標

的となりました。

国税庁長官の不正事件。

国の税金を管理する最高位の公務員が不正を働いたことは、国民に対する裏切りでした。韓東勲は

この事件も最後まで追跡し、起訴しました。

ここで注目すべき点があります。

韓東勲が捜査した対象は、特定の政治派閥に偏りませんでした。

「党派を問わず、強者の不法にはより厳正に。」

これが彼の一貫した原則でした。

2015年、韓東勲は国際舞台において自らの能力を実証しました。

国際経済事件。

世界中でカルテルを形成した企業を追跡し、処罰することは、高度な専門性と国際協力を要する作

業でした。韓東勲はこの事件を成功裡に導き、2015年に「今年の経済検察官賞」を受賞しました。

特にこの時期に彼が担当した事件の一つが、20年後の韓国を救う鍵となります。ロンスタの外為カー

ド株価操作事件です。

当時、韓東勲はロンスタの代表に対して懲役3年の有罪判決を引き出しました。この刑事判決は、後

に6兆ウォン規模の国際投資紛争において韓国の勝訴を導く決定的な武器となりました。その物語は

第3部で取り上げます。

韓東勲の捜査哲学を要約するもう一つの表現があります。

「悪人は他人を搾取する者です。」

彼が考える悪人の定義です。

権力を持とうと、金を持とうと、それを用いて弱い者を踏みにじる者が悪人です。地位が高くとも

低くとも、学歴が良かろうが悪かろうと関係ありません。自らの力で他者を搾取する瞬間、彼は悪

人となります。

韓東勲は、そのような悪人たちの前に屈しませんでした。
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権力者たちにとっては恐ろしい名前でした。被害を受けた国民たちにとっては希望の名前でした。

財閥であれ最高裁判所であれ、違法行為を行ったのであれば、最後まで追跡して法の裁き台に立た

せるとの評価でした。権力者たちにとってその名は畏怖の対象でした。

しかし、韓東勲自身はそのあだ名を好んでいませんでした。

彼は自分が特別に強い人物だとは思っていませんでした。ただ原則を守っただけだと考えていまし

た。

「強者の不法にはより厳正に。」

それが彼が検事として生涯守り抜いた原則でした。権力が大きければ大きいほど、お金が多ければ

多いほど、その不法にはより厳格な基準を適用すべきだと彼は信じていました。国政牛断捜査が終

了した後、韓東勲は大検察庁反腐敗強力部長に就任しました。そしてそこで趙前長官の捜査を指揮

することになります。その捜査が招いた嵐は、前述の通りです。

権力に立ち向かう検事。権力者の不法を許さない検事。

そのような検事は、常に権力の標的となるほかありません。

しかし、彼はその道を自ら選びました。

そして、その選択を後悔しませんでした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第9章 韓東勲を貫く一つの原則

第2部 強強弱弱の韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

この文章を書く間、私は常に一つの問いを抱いていました。韓東勲という人物を貫く唯一の原則が

あるとしたら、それは何でしょうか？彼は三十歳の時に財閥総帥を拘束しました。

四十歳の時に大法院を家宅捜索しました。

五十歳の時に非常戒厳を阻止しました。

そして、そのすべての代償として左遷され、暴行を受け、濡れ衣を着せられ、ついに党から追放さ

れました。

なぜそうされたのでしょうか？

より簡単な道がありました。

目を閉じればよかったのです。頭を下げればよかったのです。

権力者たちと食事をしながら笑えばよかったのです。

そうすれば、左遷も、暴行も、除名もなかったでしょう。

しかし、なぜ彼はその道を選ばなかったのでしょうか。

答えは意外にも単純でした。

強強弱弱。

強い者には強く、弱い者には弱く。

この四字が、彼の人生全体を説明しています。

世の大半の人々は、その逆で生きています。強い者の前では小さくなり、弱い者の前では大きくな

ります。目上の人にはへりくだり、目下の人には権力を振るいます。それが世の理だと、処世術だ

と、現実だと語るのです。

韓東勲は、その常識を覆しました。

権力が大きいほど、より厳格に。地位が高いほど、より徹底的に。力が強いほど、より堂々と。だ

からこそ、彼は財界の前で屈しませんでした。最高裁判所の前でも屈しませんでした。大統領と大
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統領夫人の前でも屈しませんでした。

その代償として、彼は四回も左遷されました。暴行を受けました。でっち上げられた疑惑に巻き込

まれました。結局、党から追放されました。

しかし、彼は後悔していません。

「弱音を吐けば、それは屈辱です。」

彼が口癖のように言う言葉です。

理不尽でも怨まず、不当でも弁明せず、損をしても文句を言わず、ただ黙々と自分の道を進みます。

それが韓東勲という人物です。

私たちは皆、大小さまざまな選択の瞬間に直面します。強い者の前で目を閉じるか、開くか。弱い

者の前で声を上げるか、下げるか。正しいことを行って損をするか、楽な道を選んで得をするか。

韓東勲は一つの答えを示しました。

損をしても正しいことをする。代償を払っても原則を守る。追放されても後悔しない。

そして彼は言いました。

「必ず戻ってきます」

強強弱弱。

この四字が彼を倒し、この四字が彼を再び立ち上がらせます。真実はやがて自らの場所を見つけま

す。正義は時に長い時間を要するだけです。それを信じる者だけが、闇の中でも歩みを止めないで

いられるのです。韓東勲は、それを信じる者です。

そしてその信念が、まだ終わらない物語を続けて書き進めていくことになるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第10章 人生を懸けた捜査

第3部 ローンスター、6兆ウォンの国益を守った韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2006年の晩秋の夜のこと。

ソウル・ソチョンドンにある大検察庁中央捜査部の7階の窓からは明かりが灯っていました。ソウル

の華やかな夜景が硝子窓に映り込んでいましたが、事務室内の33歳の若き検事はそれを見る余裕さ

えありませんでした。

机の上には数万ページに及ぶ書類の山が積まれていました。冷めたミックスコーヒーの紙コップが

ゴミ箱を埋め尽くしていました。ハン・ドンフン検事は夜通し蛍光ペンを持ち、数字と格闘してい

ました。

彼が掘り下げていた事件は「ロンスタ（Lone Star）」でした。

アメリカ・テキサスに本拠を置くこの巨大な私募ファンドは、2003年に外換銀行を1兆3,834億ウォ

ンで買収しました。外換危機の傷跡がまだ癒えぬ時期、政府は破綻した外換銀行を急いで売却する

必要があり、ロンスタはその隙間を突いてきました。

問題はその後でした。

ロンスタは外換銀行と外換カードを合併する際、合併費用を削減するために市場に「減資」説を流

布しました。減資を行えば株価は下落します。投資家たちは恐怖に駆られ外換カードの株式を売り

浴びせ、株価は暴落しました。ロンスタはそのように下落した株価を基に外換カードを安値で合併

したのです。

誰もが予想できたことでした。しかし、誰も容易に証明することはできませんでした。ロンスタ側

は「経営上の判断であり、減資計画は後に撤回しただけだ」と主張すればそれで済むのです。

彼らには世界最高峰の法律顧問団がおり、その論理は鉄壁のように見えました。金融監督院から持

ち込まれた資料には疑わしい状況しかなく、法廷で有罪を証明する決定的な証拠は存在しませんで

した。

韓東勲検事は現代車グループの捜査を成功裡に終え、所属検察庁への復帰を準備していた最中でし

た。上層部は彼に新たな課題を命じました。彼は同僚の李東烈検事（後にソウル西部地方検察庁長

官）と共にロンスタ事件を引き受けたのです。

最初に記録を受け取った際、彼は絶望的な気分になったそうです。直感はあったものの、物的証拠

はありませんでした。
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しかし韓東勲は退きませんでした。彼には直感がありました。

「いかに複雑に包装しても、罪は罪です。」

「悪いことをした者が利益を得ることを許すことはできません。」

彼は一週間のうち五日を検察庁で過ごしました。

新聞紙を敷いたソファで仮眠した後、夜明けに起きて再び記録を調べました。誰に命じられたわけ

ではありません。

自ら選んだ苦行でした。

彼の勝負手は、ロンスタの顧問会社であったシティグループ（当時、ソロモン・スミス・バーニー）

に対する家宅捜索でした。

外国系投資銀行に対する強制捜査は、当時としては禁忌とされていました。

外交的な摩擦を懸念した上層部からは慎重論が出され、「不用意に手を出せば国際的な恥をかくだ

けだ」という声もありました。

しかし韓東勲は裁判所を説得しました。令状が発付されました。

そしてその夜明け、押収された数万通のメールの中から、韓東勲はついに「スモキング・ガン」を

見つけ出しました。

ロンスタ側が減資計画を発表したまさにその時、実務者間で交わされたメールには、このような一

文が記されていました。

「資本削減は議論の対象外である」

「減資は検討事項ではない」

表向きはジャガイモの検討を理由に市場に恐怖を煽りながら、内部ではすでにジャガイモ計画の廃

棄を裏付ける明確な証拠がありました。意図的な虚偽情報の流布、すなわち株価操作でした。

韓東勲は、その瞬間をこう振り返ります。

「大韓民国を軽んじる彼らの傲慢さに対し、正義を示したかったのです。」この証拠を基に、彼は

粘り強い捜査を続けました。外国人役員を召喚し、論理的な追及の末に自白を引き出しました。

しかし、容易なことではありませんでした。

裁判所は、ロンスタ・コリアのポール・ユー代表に対する逮捕状を四回も却下しました。司法と検

察の間に漂う見えない緊張、どこかから漏れ聞こえる外部圧力の兆候。その中でも彼は諦めません

でした。

裁判は10年にわたって行われました。
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韓東勲は釜山地検へ左遷の発令を受け、地方へ赴いた後も週に2回、東京へ上って公判に出席しまし

た。彼にとってこの事件は単なる職務ではありませんでした。大韓民国の自尊心が懸かった問題だっ

たのです。

2011年、大法院はついにロンスタの株価操作容疑について有罪を確定させました。代表には懲役3

年の刑が宣告されました。

この判決は単に一人の犯罪者を処罰しただけではありませんでした。

ロンスタが「犯罪を犯した不道徳な資本」であることを大韓民国の司法が公式に確認した歴史的な

出来事でした。

その夜、韓東勲検事は荷物を整理しながら安堵の息をついたことでしょう。しかし、当時誰もそれ

を知らなかったのです。

韓東勲が明らかにし、勝ち取った有罪判決の1つが、20年後の韓国を6兆円という天文学的な訴訟か

ら救う唯一の武器になるとは、誰も予想しませんでした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第11章 20年後に戻ってきた弁護論理

第3部 ローンスター、6兆ウォンの国益を守った韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2012年11月、ロンスタは韓国政府に対し、世界銀行傘下の国際投資紛争解決センター（ICSID）に

訴訟を提起しました。

請求額は46億7,950万ドルです。

当時の為替レートでは、約6兆ウォンを超える金額でした。

韓国憲政史上最大規模の国際訴訟です。その規模を実感しにくいのであれば、こう考えてみてくだ

さい。

6兆ウォンとは、全国のすべての小学生に10年間、無償給食を提供できる金額です。首都圏に地下

鉄2号線全体を新たに建設できる予算です。

ロンスタの主張はこうでした。

「私たちは2012年に外換銀行を1つ、1つ金融に売却しようとしていました。しかし、韓国政府は

世論の目を気にして売却承認を不当に遅らせました。その結果、私たちは莫大な損害を被りました。

韓国政府はその損害を賠償すべきです。」

表面上はもっともらしい主張でした。

実際、当時の韓国社会ではロンスタの「食い逃げ」論争が激しく、政府は世論を気にして売却承認

を先送りしていました。ロンスタはまさにその点を突いてきました。安値で買い取った銀行から莫

大な利益を手にし、売却承認が遅れたことを理由に、再び数兆円を巻き上げようとしたのです。

これがまさに「投機資本」の素顔でした。

官僚たちは動揺しました。ロームを雇い対応策を講じましたが、自信がありませんでした。「適当

に合意して金額を減らそう」という敗北主義が官庁に広がり始めていました。国際仲裁の専門家は、

韓国政府が相当な賠償金を支払うことになるだろうと予測していました。しかし、この戦いの構図

を変える鍵はすでに存在していました。

2011年、若き韓東勲検事が受け取ったその「刑事有罪判決」でした。国際法には「クリーン・ハン

ズ・ドクトリン」という原則があります。「汚れた手を持つ者は法の保護を請うことができない」

という意味です。つまり、正当な者だけが正当な請求をできるということです。
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ロンスタは株価操作という犯罪を犯しました。大韓民国最高裁判所がそれを有罪と確定しました。

それならば、韓国政府が売却承認を遅らせたのは不当な妨害ではなく、犯罪捜査を試みる正当な対

応だったと主張することができました。

「犯罪者に売却承認を下せるはずがない」という論理でした。20年前に韓東勲が見つけた「資本減

少は論外」というメールの一節が、今や6兆円という血税を守る防御の論理として戻ってきたのです。

韓東勲は検事時代を通じて、この事件の記録を「人生の重荷」のように持ち歩きました。引っ越し

のたびにトラック一台分のコピーを携行しました。

法務部や大検察庁のどの職位に就こうとも、ロンスタのISDS対応を裏で支えていました。当時の訴

訟に詳しい公務員たちはほとんどが退職しており、現職でこの事件の初めから終わりまでを熟知し

ている実務家は、彼がほぼ唯一人でした。

2015年、韓東勳はソウル中央地方検察庁の公正取引・租税調査部長として卓越した成果を収め、「

今年の経済検察官」という名声を築きました。あるメディアは彼を「毒蛇」と呼称しました。一度

噛みつかれたら決して離さないという意味です。

2022年5月、韓東勳は法務部長官に就任しました。

そして同年8月、第1次仲裁判断の結果が発表されました。

仲裁判断部はロンスタの請求額6兆ウォンのほとんどを却下しましたが、約2億1,650万ドル（約

2,800億ウォン）の賠償を命じる判断を下しました。

多数意見はロンスタの株価操作を認めつつも、韓国政府の承認遅延責任を一部認めるものでした。

しかし、少数意見は異なっていました。

「ロンスタの株価操作があったため、韓国政府の賠償責任はゼロ円」と明記されました。これは、

ハン・ドンフンが設計し証明した「株価操作有罪」が国際舞台でも通用したという証拠でした。

この時期、一部では敗北主義に浸っていました。

「これだけなら善処した」「控訴（取消し申請）しても勝算はない」「利子が一日に1億ずつ増える

のだから、早く返済する方がよい」

そのような声が支配的でした。特に当時野党であった民主党はさらに強硬でした。「勝算のない戦

いで希望を弄ぶ」「韓東勲長官が個人的な執念で訴訟を推し進めている」など、一部では「敗訴す

れば韓東勲が私財で弁償せよ」という呪いの込められた攻撃さえも惜しみませんでした。

しかし、韓東勲法務部長官の考えは異なっていました。彼はこう述べました。「勝算が100％でな

くても、政府が徹夜してでも100％を創り出す必要がある状況でした。株価操作を行った犯罪者が、

血のような国の税金を手にするのをどうして見過ごせましょうか。」

彼自身が直接捜査し、証明したロンスタの犯罪事実を、誰よりもよく知っていました。1次判決でロ

ンスタの株価操作が認められたことを「橋頭堡」と捉え、手続き上の違法性を追求すれば、十分に
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勝算があると判断しました。

20年前の夜、徹夜で見つけた一つの証拠が、今や大韓民国を救うための最後の勝負手となったので

す。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第12章 韓東勲の勝負手

第3部 ローンスター、6兆ウォンの国益を守った韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2023 年 8 月，韓東勳法務部長官在法務部新設了「國際法務局」。這不僅僅是增加一個部門那麼簡

單。

在此之前，國際訴訟的應對工作由「課」級的小型組織負責。在職人員僅有數人，難以進行系統性的

長期對策。韓東勳將其提升至「局」級，擴充專業人員，並引進專精於國際訴訟的法律專家。

他曾如此說道。

「為了守護國家利益，必須建立一套讓專業人才進入公職並發揮其能力的制度。」

這座國際法務局不僅在朗斯塔事件中，更在艾略特、梅森等接連發生的國際紛爭中，成為守護大韓民

國的核心據點。

決定する過程は孤独な戦いでした。

ICSIDの仲裁判断が覆される確率は統計的に10％未満でした。法律の専門家たちでさえ「取消しを

認めるのは極めて稀だ」と助言しました。現実的には2,800億円で決着をつけることが安全な選択

のように見えました。

しかし、韓東勲は確率に屈しませんでした。

彼は内部会議でこう述べたと伝えられています。

「もしこれが失敗すれば、私が責任を負います。しかし『やらない』という話はしないでください。

」彼は実務陣に対しても断固としていました。

「私を守ろうとしないでください。私が皆を守ります。」

これはすべての責任を自分が引き受けるという宣言でした。公務員が最も恐れるのは、失敗した際

に責任を負うことです。ハン・ドンフンはその恐怖を自ら引き受けました。野党の攻勢は激しかっ

たです。

ヤン・ギョンスク議員は「ハン・ドンフンを立てて勝算の低い不服手続で希望を告げれば、大逆罪

人である」と述べました。

放送人のキム・オジュン氏は「利子が積み重なっているのに、ハン・ドンフンが責任を負うべきで

はないか」と述べました。
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ソン・ギホ弁護士は政府を代理するロームを交代するよう主張しました。太平洋が過去にロムスタ

関連事件で政府に不利益な意見を述べたことがあるという理由からです。当時、控訴に批判的であ

り、圧力をかけていたソン・ギホ弁護士が現在、イ・ジェミョン政府の大統領室に在籍していると

いう事実です。秘書官級の役職で「大統領の目と耳」と呼ばれる重要な要職です。当時「勝算がな

い」として戦いを放棄するよう言っていた彼が、イ・ジェミョン政府の要職に就いていることは皮

肉です。

韓東勲は太平洋の交代要求を断固として拒否しました。

太平洋は過去にロンスターに対して勝利した経験を持つ唯一のロースクールでした。彼は「戦場で

将軍を替えない」という原則に基づき、実務チームと代理人団を守り抜きました。同年8月、韓東勲

は記者会見場に立ちました。

彼の表情は厳かでしたが、声は冷静でした。

「税金は血のようなものです。国民の貴重な財産です。法務部は判決に不服として取消訴訟を提起

します。勝算はあります。」

多くの人が首を振りました。「卵で岩を割る」だと。しかし彼は岩を割るための槌を手にしていま

した。20年間抱き続けてきた確信でした。興味深いのは、当時の野党議員であり現法務部長官であっ

た鄭成洙の反応です。政治的に正反対の立場にあったにもかかわらず、彼は後に韓東勲のこの決断

について「よくされたことで、信念ある決断として評価されるべき決断だ」と述べています。

陣営論理を離れ、国益のための韓東勲の断固たる姿勢が正しかったと認めたことです。その勝負手

がなければ、大韓民国は犯罪者に屈し、数千億ウォンの血税を捧げるという屈辱を味わっていたで

しょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第13章 6兆ウォン全額無効化

第3部 ローンスター、6兆ウォンの国益を守った韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2025年11月18日、ついに最終結論が下されました。

国際投資紛争解決センター（ICSID）の取消委員会が、韓国政府がロンスタに対して賠償すべきとす

る原判決を全面的に取消しました。

賠償金0円。

ロンスタが当初要求した46億ドル（約6兆ウォン）は、第1次判決で2億1,650万ドルに減額され、

韓東勲が主導した取消申請の結果、1円も支払わなくてもよい「完全なる勝利」で幕を閉じました。

さらに、韓国が支出した訴訟費用のうち約72億ウォンまで返還されることになりました。これは国

際仲裁の歴史においても類を見ない大逆転劇でした。

韓東勲はその日午後5時頃、金珉奭国務総理がロンスタ訴訟の結果を直接発表するとする公告を目に

しました。その瞬間、彼は勝ちを確信しました。

結果が発表されると、これまで韓東勲を非難し、控訴に反対していた人々は沈黙するか、態度を改

めました。

「この訴訟の弁論が終結したのは、李在明政権発足前の2025年1月でした。現政権がなしたことは

何一つありません。もし敗訴していたなら、彼らは私を政治的に抹殺しようとしたでしょう。しか

し勝ったので、自分たちの功績だと主張するとはあまりにも厚かましいではありませんか。」

彼は過去に控訴に反対した人々が恥じらいもなく功績を横取りする態度を見せ、「政治以前に人間

としての恥の問題である」と指摘しました。

皮肉なことに、ロームの交代を圧迫し控訴に反対した宋基浩弁護士が、現在は李在明政権で重要な

要職を担っているという事実です。判断能力に欠ける人物を大統領府の要職に置くこと自体が、李

在明大統領の人事能力を如実に示しています。インタビューで韓東勲は、このように比喩しました。

「現在の政府の勝訴に反対するのは、90分間選手たちを罵倒した後に試合に勝利し、グラウンドに

乱入してトロフィーを掲げるような奇妙な光景です。」この事件は、韓東勲という人物が持つ専門

性、原則、そして勇気がいかに大韓民国の国益を守り抜いたかを示す最も劇的な事例です。

2003年の捜査から2025年の勝訴まで、20年以上にわたり彼はロンスタという巨悪と戦い続けまし

た。
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そしてついに勝利しました。

6兆ウォン。

0が12個も並ぶこの天文学的な数字は、単なる金額の大小ではありません。それは大韓民国の自尊

心そのものでした。

グローバルな投機資本が韓国を「現金自動預け払い機」と見なすことを許さなかった、主権国家と

しての堂々たる宣言でした。

韓東勲は勝利が確定した日、華やかな祝杯を挙げませんでした。

むしろ淡々と所感を述べました。

「私はすべきことをしただけです。このお金は私のものではなく、国民の皆様のお金だからです。」

彼は英雄になろうとはしませんでした。ただ、自分に与えられた「道具」である法と論理を用いて、

共同体を守る門番の役割を忠実に果たしただけです。

2006 年の西村洞の夜から 2025 年の勝訴まで、20 年にわたる彼の粘り強い執念が 6 兆ウォンと

いう巨大な国益を守り抜きました。

この事件は私たちに重要な教訓を残します。

正義は自ずと守られるものではありません。誰かの勇気ある決断と熾烈な努力によって守られるの

です。

誰もが諦めようとする中で「いいえ」と言い、最後まで戦い抜いた一人。彼の物語は単なる法的勝

利を超え、私々がどのような態度で人生と国家に向き合うべきかを示す道標となりました。

「私の金ではなく国民の金だからこそ、最後まで戦いました。」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第14章 法務行政のニューノーマル

第4部 庶民の現場で答えを求めた韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2022年5月17日午前、京畿道果川。

政府果川庁舎の法務部大会議室には、法務部職員3万3,400名の一部が集まっていました。新政府の

最初の法務部長官の就任式が行われる日でした。49歳の韓東勲が壇上に立ちました。

就任した韓東勲のネクタイが注目を集めました。

訓民正音体で「不揮其根之木���」と記されていました。『龍飛御天歌』の最初の句です。「根

の深い木は風に揺れない」という意味でした。

ある人はそれをファッションと捉え、ある人はメッセージとして読み取りました。韓東勲はマイク

の前に立ちました。

「法務部の同僚の公務員の皆様、ようこそ。」

彼は「同僚」という言葉を使いました。

長官が3万人を超える部局の職員を「同僚」と呼ぶことは、珍しいことではありませんでした。その

一言で、会議室の空気が変わりました。

「国民の皆様が不動産、物価、コロナ禍などで苦しんでおられる今、私は国民に力となり、慰めと

なる法務行政を行うという責任を感じています。力となり、慰めとなる。」

法務長官の就任演説で「慰め」という言葉が出たのも異例でした。法務省は捜査、起訴、矯正、出

入国を担当する機関です。国家権力の刃を握る部局です。そのような場所の長官が「慰め」を語り

ました。刃を握った手が最初に差し出したのは、握手でした。

彼は話し続けました。

「法務省は、大韓民国建国以来、名称が一度も変わらなかった二つの省の一つです。もう一つは国

防部です。」

彼はしばらく間を置きました。

「法務省の英語名は『Ministry of Justice』です。決して忘れないでください。法務省で働く私たち

は、常にシステムの中で『正義（Justice）』に至る道を探し続けなければなりません。」正義。」

それは、検事時代から彼が常に胸に抱いてきた言葉でした。
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SKを捜査する際にも、現代自動車を捜査する際にも、国税庁を捜査する際にも、サムソンを捜査す

る際にも、彼はこの言葉を放ちませんでした。「強い者には強く、弱い者には弱く」。それが正義

であると信じていました。

その信念は左遷の理由にもなり、やがてこの地位まで彼を導いた力となりました。

就任式が終了した後、その映像はYouTubeにアップロードされました。再生回数は100万回を超え

ました。総理や大臣の就任式映像が100万回を記録したのは前例のない出来事でした。人々は彼を

気にかけるようになりました。

文在寅政権で4回も左遷された検事。趙錫捜査の核心人物。検察と言論の癒着を巡る捏造事件の被害

者。暴行容疑で告訴された人物。そして今、憲政史上2番目に若い法務部長官。

傷だらけの経歴でした。しかし、その傷々がむしろ彼を輝かせることとなりました。その日の午後、

韓東勲は最初の指示を出しました。

「証券犯罪合同捜査団を復活させてください。」

参謀陣が尋ねました。「明日すぐにですか？」

「はい。明日すぐに。」

証券犯罪合同捜査団は、2019年に秋美愛法務部長官の時代に廃止されました。株価操作、不公正取

引、粉飾決算といった犯罪を専門に扱う組織でした。ハン・ドンフンがロンスタの株価操作事件を

捜査していたまさにその組織です。

廃止の理由は明確に公表されていません。しかし、その後の証券犯罪捜査は目立って減少しました。

汝矣島の闇は、それだけ深まったのです。

翌日の5月18日、ソウル南部地方検察庁に「金融・証券犯罪合同捜査団」が発足しました。メディ

アはこれを「汝矣島の死の使者の帰還」と呼びました。

就任から二日後、韓東勲は検察幹部の人事を断行しました。文在寅政権で重用されていた検事長た

ちが相次いで退任しました。法務部の内外では「敵の粛清」という言葉が飛び交いました。しかし、

韓東勲は気に留めませんでした。

「人事は万事の根本です。適材を適所に配置することが組織を生き延びさせる道です。」6月14日、

彼はさらに一つの指示を出しました。

「今後は法務部の内部文書において『様』という敬称を用いてはなりません。『大臣様』ではなく

『大臣』と表記してください。」

それは小さな変化のように見えました。しかし、それは権威主義との断絶宣言でした。敬称一つが

文化を変え、文化が変われば組織も変わります。

韓東勲はこう述べました。
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「高位にあるからといって、敬語で扱われるべきではありません。

私たちはみな、国民のために働く公務員です。」

その年の夏、韓東勲の顔はオンラインコミュニティを埋め尽くしました。画像が作成され、名言が

広まり、ファンページが誕生しました。「韓東勲現象」という言葉さえも飛び交いました。

ある政治評論家はこう評しました。

「中間層からの反応は好意的です。

身言書判と道徳性において合格点をいただいています。」

身言書判とは、官吏を選抜する際に用いられる四つの基準です。外見、口調、書簡、判断力のこと

です。

韓東勲氏はこの四つのすべてにおいて人々の注目を集めました。しかし、彼は人気に溺れることは

ありませんでした。

「正義と常識による法治国。」

それが私がすべきことです。

彼は毎日朝七時に出勤しました。

退勤は夜十一時を過ぎることが多かったです。

専用車の送迎を減らし、可能であれば公共交通機関を利用しました。

エレベーターでは自分でボタンを押しました。

大臣室の職員が傘を差し出そうとしたが、彼は手を振って拒んだ。「雨の日は、皆で一緒に濡れる

のです。」

それが韓東勲が考える正義でした。

高位の地位にあるからといって雨を避ける権利があるわけではない。誰もが同じ空の下で生きてい

るのだ。

雨に濡れる大臣。

その姿は人々の心に刻まれました。

法務大臣の韓東勲の時代は、そのような形で幕を開けました。

← 前の章

全章を見る
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次の章 →
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第15章 犯罪との戦争

第4部 庶民の現場で答えを求めた韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

韓東勲が法務部長官に就任した2022年、韓国はボイスメッセージ詐欺の恐怖に悩まされていました。

毎年数千億ウォンの被害が発生し、被害者の多くは高齢者でした。生涯貯めたお金を一夜にして失

う人々が後を絶ちませんでした。

自ら命を絶つ被害者もいました。

電話の向こう側の声が、人々の人生を崩壊させていたのです。

韓東勲は報告書を読みながら、歯を食いしばりました。

「なぜ捕まえられないのですか？」

担当者が答えました。

「犯人の多くは海外にいます。中国や東南アジアなどで活動しています。国内にいるのは現金回収

業者だけです。」

「それだけでも全員捕まえてください。」

2022年7月、法務省は「ボイスメッセージ詐欺合同捜査団」を発足させました。検察、警察、金融

監督院、移動通信会社が共同で参加しました。

韓東勲は自ら指揮を執りました。

「被害金返還に集中してください。

犯人を捕まえることも重要ですが、被害者の資金を返還することがより緊急です。」

それは誰かの老後の資金でした。誰かの家賃保証金でした。

それは誰かの子女の学費でした。その資金を返還することが真の正義でした。その年の年末までに、

ボイスメッセージ詐欺による被害金返還率は前年比で二倍以上に増加しました。

もちろん、依然として被害は発生しましたが、少なくとも国家が手をこまねいているわけではない

というメッセージは伝えられました。証券犯罪の捜査も本格化しました。
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金融・証券犯罪合同捜査団、通称「汝矣島の死神」は、株価操作勢力の追跡を開始しました。テー

マ株の作戦、リディングルーム詐欺、不公正取引など、個人投資家を苦しめた犯罪が捜査の的とな

りました。

ハン・ドンフンは捜査チームにこう申し渡しました。

「小規模投資家たちの涙と血を忘れないでください。彼らは生涯かけて貯めたお金で株式を購入し

ました。そのお金を奪った人々を必ず法の裁きの場に立たせてください。」国家財政犯罪合同捜査

団も発足しました。国民の税金が漏れ出るのを防ぐためです。補助金の横領、虚偽請求、不正受給

など、国家財政を食い物にする犯罪が標的となりました。

韓東勲は会議のたびに同じ言葉を繰り返しました。

「三行で説明できるものでなければなりません。

なぜこの人物を捜査しなければならないのか、

国民の誰もが理解できるように三行で説明してください。

それができないなら、その捜査は行わないでください。」

三つの原則。

それは検察官時代から彼が貫いてきた哲学でした。

複雑な法理や専門用語の奥に隠れるなという意味でした。

国民が納得できない捜査は

正義ではなく権力の行使に過ぎないという信念でした。

「油を落として見ても、正当性は必要です。」

彼は捜査チームにいつもこの言葉を付け加えました。

油とは、権力の意向や政治的意図、陣営論理のようなものを指します。それらすべてを排除した上

で、「この人は処罰されるべきだ」と言える必要があるという意味でした。捜査の純度を高めるよ

う求める注文でした。

2023年、韓東勲の検察は与野党を問わず捜査を進めました。野党関係者が関与した事件も、与党関

係者が関与した事件も同様に扱いました。「味方か敵か」という区別はありませんでした。法の前

にはすべてが平等に。

一部からは不満が噴出しました。

「なぜ我々の側を捜査するのですか？」

韓東勲は答えた。
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「陣営は問いません。」

「強者の不法にはより厳正に、それが検察の存在理由です。」

それは強強弱弱でした。

強い者には強く、弱い者には優しく。その原則は、検事としての韓東勲の信条であり、大臣として

の韓東勲の哲学となりました。易しい道ではありませんでした。両者から憎まれる道でした。しか

し、それが正義への道であるならば、喜んで歩みました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第16章 人口崖への備え

第4部 庶民の現場で答えを求めた韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2022年5月28日、韓東勲は記者たちの前に立ちました。

「移民庁の設立を検討いたします。」

記者たちがざわめきました。移民庁？韓国で？単一民族を誇ってきた国で？韓東勲は冷静に説明し

ました。

「大韓民国は人口の崖へと走っています。2020年の出生数は27万人、2021年は26万人。減少し

続けています。このままでは20年後、韓国は深刻な労働力不足に悩まされるでしょう。」

彼は数字を列挙しました。冷たい数字の背後には、熱い危機感が潜んでいました。「現在、韓国に

在留する外国人は約200万人です。そのうち不法在留者が40万人を超えます。在留秩序が崩れれば、

移民政策そのものが揺らぎます。柔軟な移民政策の前提は、厳格な在留秩序です。」

柔軟な移民政策の前提は、厳格な在留秩序です。

この一文は、彼の人口政策と国家運営の哲学を凝縮したものでした。門は開くが、秩序なく開くべ

きではないという意味です。もてなしと原則のバランスでした。

2023年、法務省はE-7-4ビザの枠を拡大しました。E-7-4は熟練技能者向けビザです。製造業、農

業、漁業などで一定期間勤務した外国人労働者に長期在留資格を与える制度です。

韓東勲はこう述べました。

「我が国の産業現場で黙々と働き続けてこられた方々です。その方々に合法的に滞在できる道を開

くことが正しいことです。」

同時に不法滞在者の取り締まりも強化されました。

「原則のない寛容は混乱を招きます。合法で入国された方々を保護するためには、不法入国者に対

しては厳正である必要があります。」

一部からは批判が出ました。「移民を増やせば雇用が減少する」「外国人犯罪が増加する」

韓東勲は答えました。

「データをご覧ください。」
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外国人の犯罪率は、日本人の犯罪率よりも低いです。

雇用問題についても同様です。

日本人が敬遠する3Dの職種で、外国人労働者が働いています。

これらの人々がいなければ、私たちの産業は回りません。

彼は現場を巡り歩きました。

工場、農場、魚市場。外国人労働者が働く場所ならどこへでも行きました。彼らの話を伺いました。

ベトナム出身の労働者がこう言いました。

「韓国に来て10年間働きました。今では故郷に家も建てました。両親も安心して暮らしています。

韓国に感謝しています。」

韓東勲はうなずきました。

「この方々も私たちの同胞市民です。」

共に汗を流し、共に税金を納め、

共にこの国を築いていく方々です。」

同じ汗、同じ税金、同じ空。国籍よりも重要なのは、共に生きる心でした。出入国・移民管理局（

移民庁）が正式に発足しました。法務省所管の外庁でした。韓東勲は発足式でこう述べました。

「大韓民国は、今や移民国家への転換を開始します。恐れる必要はありません。アメリカ、カナダ、

オーストラリア、いずれも移民たちが築いた国です。私たちにもできます。」もちろん、すべてが

順調だったわけではありません。移民庁設立を巡り各省庁間の対立があり、予算確保も容易ではあ

りませんでした。しかし、種は蒔かれました。

韓東勲は考えました。

「私が植えた木が実を結ぶのは、10年、20年後のことでしょう。その時、私がどこにいるかは分か

りませんが、この国が人口の崖を乗り越えて生き延びるなら、それで十分です。」それが政治の意

義だと、彼は信じていました。直近の票ではなく、未来の世代のための決断。罵声を浴びても、や

るべきことをやる。種を蒔く者が収穫する者とは限りません。それでも、誰かが蒔かねばなりませ

ん。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第17章 弱者のための法

第4部 庶民の現場で答えを求めた韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2022年8月17日、韓東勲は「ストーカー行為処罰法強化案」を手にして国務会議に出席しました。

これはストーカー犯罪者に電子足枷を装着させる内容でした。当時、ストーカー被害者は恐怖の中

で暮らしていました。接近禁止命令が出されても、加害者は必ず現れました。被害者が殺害される

事件も発生しました。紙一枚の命令書が命を守れなかったのです。

韓東勲は会議でこう述べました。

「ストーカー行為は殺人の前段階です。被害者を保護できないなら、国家が存在する理由はありま

せん。」

法案は可決されました。

その年11月、新たな法案が立法予告されました。

触法少年の年齢引き下げ。

触法少年とは、刑事責任を問えない年齢の少年を指します。当時の基準は満14歳未満でした。13歳

の少年がどんなに重大な犯罪を犯しても、少年院への送致が最大限の処罰でした。

問題は、その隙間を突く犯罪が増加していることです。成人の組織暴力団が少年を利用して犯罪を

犯させる事例が報告されていました。

「どうせ処罰されないから、お前がやれ」といった具合でした。法の隙間が犯罪の温床となってい

たのです。

韓東勲は、犯罪年齢を満13歳に引き下げる法案を推進しました。

批判が殺到しました。

「子供たちを犯罪者にするつもりですか」「更生が優先であり、処罰が優先ではありません」と韓

東勲は答えました。

「私も子供たちを処罰したいとは思いません。しかし、その子供たちに被害を受けた他の子供たち

はどうなるのでしょうか。13歳の少年に集団暴行を受けた11歳の少女の親は、どこに訴えるべきな

のでしょうか？」

彼は被害者の立場から法を見つめました。
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「弱者を保護することが法の存在理由です。加害者が未成年だからといって、被害者の苦痛が軽減

されるわけではありません。」

法は誰のために存在するのか。

韓東勲の答えは明確でした。

泣いている人のために。

ジェシカ法推進も同じ文脈でした。

ジェシカ法は米国で制定された法律です。児童性犯罪者の身元情報を公開し、児童施設周辺への居

住を制限する内容です。2005年、フロリダ州で9歳の少女ジェシカが性犯罪の再犯者によって殺害

された事件を契機に作られました。

韓東勲は韓国版ジェシカ法の推進を行いました。

「子供たちは自分自身を守ることができません。国家が介入すべきです。」

矯正公務員の処遇改善も彼の関心事でした。

矯正公務員とは、刑務所や拘置所で勤務する公務員のことです。受刑者の管理や教化プログラムの

運営、脱獄防止などの業務を行います。危険かつ過酷な仕事ですが、処遇は劣悪でした。彼らもま

た、誰かの子供であり、父親であり、母親でもありました。

2022年5月25日、就任から8日目に韓東勲は矯正公務員の処遇改善を指示しました。「慢性的な人

手不足、処遇の不十分さ、施設の老朽化。この三つを解決します。」6月4日、矯正職公務員の給与

および福利厚生改善案が確定しました。危険手当の引き上げ、超過勤務手当の現実化、心理カウン

セリングプログラムの導入などが含まれています。

韓東勲は刑務所を直接訪れ、矯正公務員たちと食事を共にしました。ある矯正公務員がこう述べま

した。

「大臣様、私たちが大臣様と食事を共にするのは初めてです。」

韓東勲は微笑みました。

「私は大臣ではありません。同僚です。同じ公務員ではありませんか。」

10月28日、矯正の日の記念式典で韓東勲はこう述べました。

「世界最高水準の矯正サービスを提供いたします。受刑者もまた人間です。矯正を通じて社会へ復

帰できるよう支援することが国家の義務です。」

彼は受刑者向けの政策も推進しました。

職業訓練プログラムの拡充、出所後の就職支援、社会復帰支援金の増額。しかし「なぜ犯罪者を支

援するのか」という批判もありました。
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韓東勲はこう答えました。

「受刑者が出所後に再び犯罪を犯した場合、誰が被害を受けるのでしょうか。新たな被害者が生ま

れます。再犯を防ぐことが被害者を減らす道です。」

それが彼の哲学でした。

弱者を保護しつつ、加害者が弱者とならないように。悪循環を断ち切ること。それが法の役割であ

ると彼は信じていました。復讐ではなく回復、応報ではなく再建。それが真の正義でした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第18章 1対180の闘い

第4部 庶民の現場で答えを求めた韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2023年1月のある日、韓東勲の携帯電話に次々とメッセージが届きました。「大臣様、酒席の写真

が拡散されています。」

インターネット上に一枚の写真が流れていました。

それは韓東勲が若い女性たちと酒席を共にしているように見える写真でした。野党は即座に攻撃を

開始しました。

「法務部長官が清潭洞で接待を受けた」「道徳性に問題がある」「辞任せよ」。民主党の議員たち

は国会で、放送で、SNSで韓東勲を猛攻撃しました。元理事長の柳時敏も放送に出演し、韓東勲を

批判しました。非難の嵐が吹き荒れました。しかし、韓東勲は沈黙しませんでした。

「私はすべてを賭けます。」

彼は記者会見を開きました。

「その写真は捏造されたものです。

私はその場に行ったことがありません。証拠を示します。」

韓東勲は自身の携帯電話の記録、クレジットカードの使用履歴、車両の移動記録を公開しました。

その日、彼は別の場所にいました。嘘は数字の前に崩れ落ちました。真偽が明らかになるまで長く

はかかりませんでした。写真は合成されたものであり、誰かが意図的に韓東勲を陥れるために作成

したものでした。

名誉毀損で告訴しました。

裁判は進行しました。その結果は韓東勲の勝利でした。

彼はこう述べました。

「これは偽ニュースとの戦いです。これは私個人の問題ではありません。嘘で人を傷つけようとす

る試みに立ち向かうことです。」

真実は遅いですが、やがて到達します。

2023年、より大きな戦いが待っていました。
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李在明民主党代表の逮捕状請求。

大長洞開発の特恵疑惑や、城南FCへの寄付金疑惑などを理由に、検察は李在明代表に対する逮捕状

の請求を行いました。

野党は反発しました。

「政治弾圧だ」「尹錫悦政権による検察独裁だ」

国会で逮捕同意案が上程されました。国会議員は会期中、国会の同意なく逮捕されることはありま

せん。逮捕同意案が否決されれば、逮捕状は無力となります。民主党は圧倒的な多数を占めていま

した。168議席。国民の力は108議席。数の勝負であれば、敗北せざるを得ない状況でした。電卓

を叩けば答えは既に出ています。しかし、9月21日、予想を覆す出来事が起こりました。

逮捕同意案が可決されました。賛成149票、反対136票、棄権6票、無効4票です。民主党内で離反

票が出たのでした。

韓東勲はその夜、深く思索にふけりました。

「これが公共善（コモン・グッド）の力である」

陣営を超えて、正しいことを正しいと語る人々がいました。党の論理ではなく、国民の常識に従う

人々でした。数字の壁を良心が崩しました。韓東勲は法務部長官として、1対180の戦いを戦いまし

た。巨大な野党全体と対峙したのです。与党の一部からは「なぜ戦うのか」という批判も受けまし

た。しかし、彼は退きませんでした。

「公共善のための戦いならば、結果に関わらず行うべきです。負ける場合でも、戦わねばならない

時があります」

勝つためではなく、正しいから戦う。それが韓東勲のやり方でした。2023年12月、韓東勲は法務

部長官の職を退きました。在任期間は19ヶ月。短いといえば短い期間でした。しかし、その間、彼

は多くのものを変えました。

証券犯罪捜査団の復活。ボイスメッセージ共同捜査団。国家財政犯罪共同捜査団。移民庁の設立。

ストーカー行為処罰法の強化。触法少年の年齢引き下げ。矯正公務員の処遇改善。

そして何より、『強強弱弱』の原則。

強い者には強く、弱い者には優しく。

韓東勲は部長室を後にしながら考えました。

「いよいよ次の戦いが待っています。」

彼は知っていました。法務長官という役職は終わりではなく始まりに過ぎないことを。さらに大き

な舞台が彼を待っていることを。



54

そこではまた、1対180の戦いを戦わねばなりません。いや、もしかすると1対190の戦いになるか

もしれません。

しかし、彼は恐れてはいませんでした。

「正しいことなら、行うべきです。結果はその後で考えればよいのです。」根の深い木は風に揺れ

ません。」

それが韓東勲でした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第19章 総選挙不出馬宣言

第5部 既得権を手放した韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2023年12月21日、ソウル・汝矣島の国民の党本部。ハン・ドンフンは党の院内代表、すなわち党

代表の権限代行と向かい合って座っていました。

数日前、党代表が突然辞任したことで、総選挙まで4か月に迫った今、党は指導部の空白に陥ってい

ました。党内では彼の名字が取り沙汰されていました。

法務部長の職を降りて党を率いてほしいという要請でした。

「部長、党を率いてください」

ハン・ドンフンはしばらく窓の外を眺めていました。

彼が閣僚として在任している間、与党と大統領府の間には目に見えない亀裂が深まっていました。

金建希氏問題への率直な指摘、医療危機への辛辣な批判、明泰均ゲートへの問題提起。彼はすでに

「不都合な閣僚」となっていました。

政界に飛び込むことは、その亀裂の真ん中へと歩み入ることにほかなりませんでした。五日後の十

二月二十六日、オンライン全国委員会が開催されました。

在籍八百二十四名のうち六百五十名が参加し、賛成六百二十七名、反対二十三名で、韓東勲非常対

策委員長任命案が可決されました。九六・四六％という圧倒的な支持でした。

しかしその夜、韓東勲が就任の辞として口にした言葉は、党内外を驚かせました。

「私は地元に立候補いたしません。」

比例代表にも立候補いたしません。」

政治界の通念では理解しがたい宣言でした。

非対委員長は総選挙で勝利した後に党代表に復帰するか、大権挑戦の足がかりを築く場とされてい

ます。比例1番、あるいは当選が確実な首都圏の公選は当然の報酬と見なされていました。

しかし彼は「勝利のために何でもいたしますが、勝利の果実を私がいただくことはいたしません」

と宣言したのです。

一部の者からは、大統領選への直進を狙った計算された行動であると評価されました。
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国会議員になればむしろ足が縛られるという判断だったのでしょう。また別の者たちは、彼が国会

の政治の文法を知らない政治の新人だと首を振りました。元議員の柳承敏氏は「険しい地域や接戦

地域に出馬しないのは無責任だ」と批判しました。しかし、韓東勲はその日の壇上でこう述べまし

た。

「先党後私よりも先民後私です。

国民の党よりも国民が先です。」

「先党後私」とは、政党政治家たちの古くからの格言です。

党をまず考え、個人の利益は後回しにするという意味です。しかし、韓東勲はその格言さえも逆転

させました。党よりも国民が先だと。

政党人としては危険な発言でした。

しかし、彼が注目を向けているのは 汝矣島ではなく、汝矣島の外にいる国民たちであることを明確

にしました。

不出馬宣言の後、彼のスケジュールは非常に忙しくなりました。

夜明けのように早く起きて全国を回りました。接戦地を探し回り、候補者たちの手を握りました。

「私が当選すれば良いのですが、それよりも党が勝つことが重要です」と彼の言葉に、ある候補者

は涙をこらえたと伝えられています。

政治家が自身の当選よりも政党の勝利を語ることは、汝矣島では決して珍しいことではなかったか

らです。

非対称委員長である韓東勲は、韓国政治においてめったに見られない光景を演出しました。

権力の果実を手中に収めることができる人物が、自らそれを手放すと宣言したのです。

「汝矣島の文法は使いません。」

彼の言葉は宣言であり、挑戦でもありました。汝矣島が機能する方式への拒絶であり、新しい政治

文化への実験でもありました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第20章 自ら手放した特権

第5部 既得権を手放した韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

非常委員長に就任した後、韓東勲は公選過程でもう一度党内を緊張させました。彼が掲げた条件は

簡単でした。

不逮捕特権の放棄を公選の前提条件とすると宣言したのです。

不逮捕特権は憲法が国会議員に付与した権限です。

現行犯でない限り、会期中に国会の同意なく逮捕されない権利です。議院活動の自由を保障するた

めに設けられた制度です。

しかし、この特権はしばしば犯罪の嫌疑を掛けられた議員たちの盾として転落しました。国民の間

で「無所不用の金バッジ」という皮肉が生まれたのはそのためです。韓東勲は候補者たちに尋ねま

した。「不逮捕特権を放棄しますか？」一部の候補者は難色を示しました。「なぜ私たちだけそう

しなければならないのか」という反発もありました。しかし、韓東勲は譲りませんでした。「国民

が信頼しない政党は勝利できません。特権を手放すことから始めなければなりません。」

彼は不逮捕特権の問題だけを提起したわけではありません。国会議員の定数削減も主張しました。

300名から250名に減らすという提案でした。歳費の返上も公認の基準として提示しました。国会

議員が受け取る給与の一部を返すというものでした。

「国民は政治家に犠牲を求めません。

ただ、同じ目線で同じ苦痛を分かち合うことを願っています。

私たちがまず特権を手放さなければ、国民は私たちの話を聞いてくださらないでしょう。」

もちろん、こうした提案がすべて実現したわけではありません。

政治は妥協の芸術であり、一人の意思だけで変わるものではありません。国会議員定数削減は憲法

改正の事項であり、不逮捕特権放棄の誓約には法的拘束力はありませんでした。批判者たちは「単

なるパフォーマンスに過ぎない」と述べました。

しかし、彼が投げかけた問いは有効でした。政治家はなぜ自ら特権を手放すことができないのか？

国民に苦痛の分担を求めながら、なぜ自分たちは既得権を握り続けているのか。韓東勲が投げかけ

た課題は単なる選挙戦略ではありませんでした。

それは政治の本質に対する問いでした。
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選ばれた権力は国民に奉仕するために存在するのか、それとも選ばれた者の利益のために存在する

のか？

彼はこう述べました。

「政治家がまず変わるべきです。国民が変化するのを待つ政治は、政治ではありません。」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第21章 前官礼遇への警戒

第5部 既得権を手放した韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年7月、党代表候補討論会。

司会者が尋ねました。

「もし政治をされていなかったら、今何をなさっているでしょうか？」

韓東勲はしばらく考え込んでから答えました。

「公職を退いた後は弁護士にはならないと考えていました。」

おそらく地域のロースクールで刑法と刑事訴訟法を教える教授をされていたのでしょう。この答え

は、彼の長年の信念を映し出すものでした。

前官礼遇とは、検事や判事出身者が弁護士へ転じた後、過去の人的ネットワークを活用して事件に

影響力を行使する慣行を指します。法曹界の根深い悪弊として指摘され続けてきた問題です。

韓東勲は検事時代から前官礼遇を警戒していました。

彼を知る人々は「前官礼遇の弁護士とは会わない」と語ります。接待も受けず、贈り物も受け取ら

ず、頼み事も聞きませんでした。検察内では「公私の区別が極めて明確だ」という評判を得ていま

した。ある人はこれを原則と呼び、またある人は融通の利きなさだと非難しました。検事総長級の

高位に昇りつめながら、前官礼遇の恩恵を拒絶するとは、韓国法曹界において相当な決意を要する

選択です。

検事生活を終えて大手ロームに入れば、年収数十億ウォンを得られる可能性があります。過去の後

輩や同僚との関係が事件の受任に決定的な役割を果たします。韓東勲は、その道を選ばないことを

最初から決めていました。

「政界を去れば、弁護士も辞めます。」

この言葉は、政治家としての後退路を自ら断つものでした。政界から退いても、法曹界の人脈を利

用して「生計を立てる」道を選ばないという宣言であり、ある意味では背水の陣でした。

批判者たちは問いました。政治家が後退路を断つことは、かえって危険ではないのか。後ろ盾のな

い者は、より必死に権力にすがりつくのではないか、と。

韓東勲はこう答えました。
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「後ろ盾があって簡単に辞める政治と、後ろ盾がないからこそ国民だけを見つめる政治、どちらが

より真摯な政治でしょうか。」

彼の検察官時代の逸話があります。

ある大規模事件を捜査する際、被告人側の弁護士は元・高検察幹部でした。通常であれば、後輩検

事が先輩の体面を立てるものですが、韓東勲は例外を設けませんでした。

法と原則に従って捜査を行い、有罪判決へと導きました。

その事件以降、彼には「毒蛇」というあだ名がつけられました。一度噛みつかれれば決して離さな

いという意味です。ある人々にとっては称賛であり、ある人々にとっては警戒の対象でした。前官

礼遇を警戒することは、単なる清廉さの問題ではありません。

それは権力のネットワークの中で、自らの位置をどこに置くかという問題です。韓東勲は検察とい

う権力組織の内部者でありながら、その慣行に同化しようとはしませんでした。

その選択は彼を孤立させることにもなりましたが、同時に別の種類の信頼を生み出すことにもなり

ました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第22章 新しい保守の言葉

第5部 既得権を手放した韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

韓東勲氏は政治において頻繁に使用する表現があります。

それは「同僚市民（フェロー・シチズン）」という呼称です。

韓国政治において有権者を呼ぶ言葉は、通常「国民の皆様」です。

より親しみを持って呼ぶ際には「市民の皆様」と言います。

しかし「同僚市民」という表現は、あまり聞き慣れないものでした。

政治家と国民の間に存在する階層意識を意図的に消し去ろうとする試みでした。「私は皆様の指導

者ではありません。

皆様の仲間である市民です。」

この表現には、彼の政治哲学が込められています。

政治家とは国民の上に君臨する存在ではなく、国民と寄り添う存在であるという考え方です。これ

は、Jon Favreauがオバマ大統領の演説原稿で追求したのと同じ哲学です。政治家とは国民を導く英

雄ではなく、国民の物語を代弁する代弁者であるという考えです。

韓東勲は「運動権清算」についても頻繁に言及しました。

彼が言う「運動権」は、1980年代の民主化運動勢力だけを指すわけではありません。彼が問題視し

たのは、民主化運動の遺産を独占し、新たな既得権益となった勢力でした。

「李在明代表と民主党は、運動権の特権勢力と結託して、自らの生存のために国を滅ぼそうとして

いるのを止めなければなりません」

それは極めて率直な表現でした。

韓国政治において「運動権」は、長年にわたり道徳的優位を占めてきました。独裁に抗って戦った

という歴史的正当性があったからです。韓東勲は、その遺産が新たな特権に変質したと批判しまし

た。

彼の言葉は、保守の伝統的なレトリックとは異なっていました。過去の保守は「反共」と「成長」

を前面に出していました。反共は冷戦時代の遺産であり、成長は工業化時代のスローガンでした。

しかし冷戦は終わり、高度成長の時代も過ぎ去りました。若い世代にとって、その言葉はもはや古
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びたものとなっています。

韓東勲は別の言葉を探しました。彼は「公平」を語り、「常識」を語り、「機会の平等」を語りま

した。これらの言葉はもともと進歩派が先取りしてきた概念です。しかし韓東勲は、それを保守の

言葉として再定義しようとしたのです。「公平は左派の独占物ではありません。市場経済の核心は

公正な競争です。ルールを守る人が報われる社会、それが保守が目指す社会です。」彼の新しい言

葉が保守支持層全体に受け入れられたわけではありません。一部の者は彼を「偽装した進歩派」と

非難し、別の一部は「原則なき機会主義者」と呼びました。しかし彼が試みたことは明確でした。

古い陣営の論理から脱却し、新しい世代と対話できる言葉を生み出そうとしたのです。

「私は保守の価値を信じています。しかし、その価値を古びた言葉で説明する時代は終わりました。

」

第5回総選挙敗北と内省

2024年4月10日の夜。開票放送が始まりました。時間が経つにつれて差が広がりました。民主党

175議席、国民の力108議席。趙国革新党が12議席を獲得し、院内交渉団体の構成に成功しました。

大敗北でした。

韓東勲は、汝矣島の党本部で開票放送を見守っていました。

周囲の参謀たちは言葉を失いました。彼を非対称委員長に迎えたのは、総選挙での勝利のためでし

た。しかし、結果は正反対でした。

議席数で見れば、2020年の総選よりもさらに悪い結果でした。

翌日の4月11日午前、韓東勲は記者会見を開きました。それは短く、淡々とした会見でした。

「すべての責任は私にあります。」

「非対称委員長職を辞任いたします。」

弁解はありませんでした。他者を責めることもありませんでした。

彼は敗北の原因を分析したり、相手の非難戦略を批判したり、メディアの偏った報道を問題視した

りしませんでした。ただ、自分が責任を持つと述べただけです。

政治家が敗北後に「すべての責任は私にあります」と言うのは珍しくありません。しかし、多くの

場合、それは形式的な表現に過ぎず、すぐに弁明が続き、責任が他者に分散されます。ハン・ドン

フンの辞任会見は異なっていました。彼は本当にそこで止まったのです。

「私が足りませんでした。」

それがすべてでした。
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一部の者からは、彼の態度を「あまりにも容易に退いた」と批判する声が上がりました。指導者の

役割は敗北の原因を分析し、代替案を提示することではないかと問う声もありました。しかし、韓

東勲の考えは違っていました。

「敗れた将軍がすべきことは弁解ではありません。責任を持って退くことです。その次は後任者の

務めです。」

その後、彼はしばらく公の場での活動を控えました。隠居と呼ぶこともできれば、内省の時間と呼

ぶこともできます。その期間に彼が何を考えたのかは分かりません。ただ、三ヶ月後に党代表選挙

に出馬した際、彼は以前とは少し異なる人物となっていました。

「多くを聞こうと思います。確信を持つまでに時間がかかりました。」

これは2025年のインタビューで語られた言葉です。政治がいかに難しいものかを知ったと述べ、誰

かを傷つけることに対してより慎重になったと語りました。4月の敗北は韓東勲にとって傷となった

でしょう。しかし、それは必要な傷だったのかもしれません。政治家は勝利から傲慢を学び、敗北

から謙虚さを学びます。韓東勲がその敗北から何を学んだかは、今後の歩みによって示されるでしょ

う。

ただ一つ、はっきりしています。

彼は敗北の前で逃げ出しませんでした。

責任を他者に転嫁しませんでした。

それだけでも、彼は韓国政治において稀有な姿を残しました。

「政治を後悔はいたしません。

ただ、政治がいかに難しいものであるかを痛感しております。」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第23章 586以降の世代交代

第6部 韓東勲、新しい時代を開くと誓う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年の春、それは永代島にあるあるカフェでのことでした。窓の外には桜の花びらが舞い散る風

景が広がり、ハン・ドンフン委員長はアイス・アメリカーノを一口すすりながら、静かに窓の外を

見つめていました。その視線の先には、国会議事堂の丸いドームがそびえていました。そのドーム

の下では、過去30年近い歳月、大韓民国を支配してきた巨大な潮流が今も渦を巻いています。まさ

に「586運動権」と呼ばれる世代でした。

彼らは1980年代、軍事独裁に立ち向かい、石やモロトフ・カクテルを手に街へと飛び出した若者た

ちでした。彼らの勇気があったからこそ、私たちは大統領を自らの手で選ぶ民主主義を勝ち取るこ

とができたのです。

その功績を否定する者は誰一人としていません。それは歴史的事実です。

しかし、山河が三度も変化する間に、その「勇気」はいつしか「特権」となっていました。民主化

という勲章は、彼らだけのカルテルを守る盾となり、道徳的優越感は他者の批判を許さない傲慢へ

と変貌を遂げたのです。

父親が独裁に立ち向かって戦ったからといって、息子がその功績を永遠に受け継ぐことはできませ

ん。民主化第一世代の献身がどれほど偉大であったとしても、それが第二世代、第三世代に対して

無制限の免罪符となるはずはありません。

韓東勲は1973年生まれ、いわゆる「X世代」です。X世代は独特な世代です。幼少期には産業化の

恩恵により絶対貧困から脱し、豊かさを体験し、思春期には民主化の洗礼を受け、自由の空気を吸っ

てきました。彼らは集団のために個人を犠牲にすることを当然とは考えません。個人の趣向を尊重

し、イデオロギーよりも実力を、名分よりも結果を重要視します。

韓東勲は大統領選挙出馬宣言において、1992年の春に徐太志の登場を回顧しました。「当初は既成

の評論家たちから酷評を受けましたが、彼は時代を変える文化大統領となりました。時代の交代は、

ある一瞬に爆発するように起こります。」彼が徐太志を呼び寄せたのは、単なる懐古主義ではあり

ません。既存の秩序と文法を拒否し、新たな基準を打ち立てたその文化的衝撃を、政治の領域で再

現しようとする意志でした。

徐太志が「俺は知っている」と叫びながらミュージックビデオの文法を変えたように、韓東勲は「

俺は違う」と宣言し、政治の文法を変えようとしています。

韓東勲が示す態度は、まさにこの世代の特徴をそのまま体現しています。彼はネクタイを締めない

シャツ姿で市民に近づきます。
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壮大なスローガンを叫ぶ代わりに、市民が経験する不都合を解決する具体的な法案を熟考します。

彼にとって重要なのは、「民主主義のために戦ったのは誰か」という過去の英雄譚ではありません。

現在、「市民の生活をより良くできるのは誰か」という実力です。彼は断固としてこう言います。

「いまや86世代の政治家たちは、我が社会の中核である86世代以降の若者が自らの運命を切り開け

るよう、席を譲る時が来ました」

これは非難ではありません。歴史の舞台で自らの役割を果たした世代への丁寧な別れのことばです。

父親が息子に家業を継がせるように、一つの時代が次の時代へバトンを渡すような、自然な世代交

代の要請です。

彼はIMF外貨危機を社会人となったばかりの時期に全身で経験し、「高度成長期は永遠ではない」と

いうことを骨身に染みて感じた世代です。

1997年、検事となったばかりの青年、韓東勲はテレビで流れる「金集め運動」のニュースを見て何

を思ったのでしょうか。昨日まで「漢江の奇跡」を誇っていた国が、一夜にしてIMFの救済金融を受

ける身となるのを目撃したその衝撃。それは彼に「どんな成功も永遠ではない」という教訓を胸深

く刻みつけたに違いありません。

そのため、彼は盲目的なイデオロギー闘争ではなく、当面の生活問題、若者の雇用、持続可能な年

金改革といった実質的な課題解決に集中します。彼は2030世代の若者たちに対して「申し訳ない」

と告白します。高度成長の機会が失われた時代において、若者を搾取する年金改革やポピュリズム

政策を拒否し、若者が資産を形成できる「はしご」を整えることを政治の最優先課題とします。

586世代が歩んできた時代は「政治の過剰」の時代でした。

政治の過剰による副作用がすべてを陣営対立で分断し、「味方は無条件に正しく、敵は無条件に間

違っている」という争いが日常となりました。

レストランで食事中でも、お正月に家族が集まっても、「あなたは誰に投票したの？」という質問

が空気を凍りつかせる国。これが586世代の政治が残した苦い遺産です。しかし、韓東勲が開こう

とする世界は異なります。

彼は常識と公平、そして実用が支配する世界を夢見ています。我が子が学校で成績ではなく親の職

業によって差別されない世界。努力した分だけ報われる世界。政治のために家族が分断されない世

界。

韓東勲の登場は、単なる「選手交代」ではありません。

それは競技場のルールを変える「時代の交代」です。運動権の先輩たちが築き上げた古びた陣営論

理の競技場を解体し、その跡地に未来と科学、そして市民の常識が息づく新しい競技場を建設する

という宣言です。イデオロギーの時代は暮れ入り、実力の時代が明るみつつあります。韓東勲は、

その新しい朝を開く門番です。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #韓東勲 #韓国政治 #法務部 #検察改革 #非常戒厳 #ローンスター #庶民政策



68

第24章 帝王的大統領制を終わらせなければならない

第6部 韓東勲、新しい時代を開くと誓う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年12月3日午後10時30分。大韓民国は漆黒の闇に包まれていました。テレビ画面の中で非常

戒厳令が宣布されたその瞬間、多くの国民は自分の目と耳を疑いました。

21世紀の大韓民国、世界10位規模の経済大国、文化強国と自負していた我が国で、軍隊が国会を封

鎖する事態が起きるとは夢にも思いませんでした。

その夜、多くの父母たちは眠る子供たちの顔を見つめながら不安に震えたことでしょう。「我が子

が生きる国が、本当にこれでよいのだろうか？」それは1980年の光州の悪夢が蘇るような恐怖でし

た。

その夜、韓東勲代表は迷いませんでした。

彼は「違憲かつ違法です」と叫びながら国会へと駆けつけました。

彼は今度は民主主義を守る盾を掲げました。彼の迅速な判断と行動がなければ、私たちは想像した

くもない悲劇に直面していたかもしれません。

この事件は、単なるある大統領の逸脱として片付けられることのない根本的な問題を私たちに突き

つけました。

それはまさに「1987年体制」、すなわち帝王的大統領制の限界でした。1987年、私たちは独裁を

追い払い、大統領直接選挙制を勝ち取りました。それは偉大な勝利でした。しかし、その体制は一

人の大統領にあまりにも多くの権限を集中させました。王のように君臨できる権力を握らせたので

す。勝者がすべてを独占し、敗者がすべてを失う構造。これがまさに「87年体制」の本質でした。

考えてみてください。

我が国の大統領は青瓦台に入庁する瞬間、検察総長を任命し、国税庁長を任命し、放送通信委員長

を任命します。

数千の席を自らの人間で埋めることができます。そして、このすべての権力がたった一人の判断に

依存しています。深夜に酒に酔っていても、怒りに心を失った状態でも、その一人がボタンを押せ

ば軍が動くのです。

韓東勲は、現在の韓国の危機を「87年体制の制度的限界」と「政治的自制の欠如」に見出しました。
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韓東勲はこう述べています。「87年憲法体制の間に弾劾や戒厳令の条項は存在しましたが、政治勢

力がそれを用いないという『自制』の精神がありました。しかし、文在寅政権と趙菊事件を経て、

その堤防は崩壊しました。」

このような構造の中で、政治は戦争とならざるを得ませんでした。

選挙で勝てば青瓦台と行政府を掌握し、相手を徹底的に踏みつけようとします。逆に負ければ、次

の選挙までの5年間、大統領を罷免するために弾劾を叫び、街頭に立ちます。「戒厳」と「弾劾」。

この恐ろしい言葉が交互に韓国を脅かす悲劇的な螺旋です。これが私たちが過去30年間目撃してき

た悲しい自画像です。一度振り返ってみてください。盧武鉉大統領の弾劾、朴槿恵大統領の弾劾、

そして尹錫悦大統領の弾劾に至るまで。私たちは民主化以降の37年間で3度の弾劾を経験しました。

これは正常な民主主義の姿ではありません。これはシステムが故障しているという警告灯です。

2024年12月3日の非常戒厳令の発令とそれに続く大統領の弾劾、そして野党による30回に及ぶ慣

例的な弾劾訴追は、87年体制がもはや対立を調整する機制ではなく、相手を殺さなければ自分が生

き残れない「内戦の道具」へと堕したことを示しました。

韓東勲はこれを「一方では戒厳令、他方では弾劾という核ボタンを乱発する時代」と規定し、この

ままでは政権交代が繰り返されるだけで国民の生活は破綻すると警告しました。

韓東勲はこの悪循環の連鎖を断ち切ろうとしています。

「今こそ87年体制の門を閉じなければならない」と述べています。これは単に憲法条文を数箇所改

正しようという話ではありません。大統領一人に集中した権力を分散し、互いに監視し牽制できる

システムを構築しようとするものです。

死に物狂いで戦う政治ではなく、妥協と対話による政治を創り上げようとする呼びかけです。彼は

「87年体制の門を閉じる門番になる」と宣言しました。

彼は2025年の大統領選挙において、帝王的大統領制の弊害を終わらせるために、自らの政治的生命

を賭けた勝負手を打ち出しました。「大統領の任期を3年に短縮し、2028年の総選挙と大統領選挙

の時期を一致させ、4年の中任期制の改憲を完遂する」と約束しました。歴史上、自ら権力を縮小す

ると名乗り出た指導者がどれほどいたでしょうか。ジョージ・ワシントンが3選を拒んで退いた時、

それはアメリカ民主主義の礎となりました。韓東勲の決断は、大韓民国の民主主義における新たな

指標となるでしょう。

彼が構想する第7共和国の青写真は明確です。「4年の中任期分権型大統領制」を通じて大統領の権

限を分散し、国会に「両院制」を導入して多数党の独裁を防ぐことです。彼は「比例代表を廃止し

上院を導入し、上院を大選挙区制で選出することで、地域主義と陣営の論理が立法府を掌握するの

を防ぐ」と具体的な代替案を提示しました。

韓東勲の改憲論は、権力延長のための改憲ではなく、権力を手放すための改憲という点で、既存の

政治圏の議論と差別化されています。

彼は「自分だけやって、次から変えようとする改憲の議論は国民の同意を得られない」と述べ、「

自分が大統領になれば任期を縮める」という実践的な約束によって真摯さを証明しました。
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彼が夢見る改憲は、権力者たちの野合ではありません。

国民の生活を守るための安全装置を構築することです。再びいかなる権力者も国民に向かって銃口

を向けられないように、再びいかなる与党もただ政敵を排除するために議会権力を濫用できないよ

うにすることです。

私たちの子供たちが成長して大統領選挙を行う際、「また弾劾されるのだろう」と冷笑的に言う国

ではなく、「私たちの国のシステムは本当に素晴らしい」と誇りに思う国。それが韓東勲が夢見る

第七共和国です。

韓東勲はその夜、骨身に沁みて感じたことでしょう。

「システムを変えなければ、この恐怖はいつか再び私たちの子供たちを襲うだろう」。そこで彼は

帝王的大統領制という怪物と戦うことを決意しました。戒厳令と弾劾が入れ替わり立ち代り繰り返

されるこのうんざりする内戦状態を終わらせること。それが韓東勲が背負った時代の使命です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第25章 AI革命と国家の役割

第6部 韓東勲、新しい時代を開くと誓う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

18 世紀のイギリス、蒸気機関が初めて発明された頃の話をしましょう。人々はもはや自らの筋肉の

力だけで働く必要がなくなりました。機械が人間の体力の限界を越えてくれたからです。それが第

一次産業革命、「体力の克服」の革命でした。蒸気機関を受け入れた工場は繁栄し、手で織機を回

していた職人たちは歴史の彼方へと消えていきました。

変化を拒んだ国々は植民地となり、変化を主導した国々は世界を支配しました。技術革命の前には

中立などありません。乗るか、押し出されるか。

今、私たちは再び別の巨大な波の前に立っています。

それはまさに人工知能（AI）の革命です。

韓東勲はこれを「知力の克服」の革命と定義します。

過去の機械が人間の腕や脚を代わって働いたのに対し、AI は人間の脳を拡張します。人間が一生か

けても読み終えられない資料を、AI は数秒で分析します。人間が解決できなかった難問を、AI は瞬

時に解決策を提示します。

お子様が医学部に入るために夜も眠れずに勉強しているなら、この問いを投げかけてみてください。

「10年後も医師は現在と同じように診断を下せるでしょうか？」AI がレントゲン画像を見てがんを

発見する精度は、すでに人間の医師を超えています。

弁護士、会計士、通訳者……これまで「安全な職業」と考えられてきたすべてが揺らぎ始めていま

す。

韓東勲はこう言います。

「汎用人工知能（AGI）の時代は、3年から5年のうちに訪れます。」これは遠い未来のSF小説の物

語ではありません。今、私たちの目の前に迫っている現実です。この変化の速度はあまりにも速く、

少しでも躊躇すれば、永遠に取り残されることになります。

では、国家、つまり政府は何をすべきなのでしょうか？

韓東勲の答えは明確です。「国家はインフラを整備すべきです。」

朴正熙大統領時代、京釜高速道路を敷設し、浦項製鉄を設立したことを覚えておられますか？当時

は「車もないのに何のための高速道路なのか」という批判が殺到しました。「製鉄所を建てて何を
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作るのか」という嘲笑もありました。

しかし、その高速道路があったからこそ自動車産業が興り、物流が流れ、韓国経済が躍進すること

ができました。浦項製鉄があったからこそ、現代重工業は船を造り、サムスンが半導体工場を建設

することができたのです。

AI時代の高速道路とは何でしょうか？

それはまさにデータセンターと電力網です。AI を稼働させるには膨大な電力が必要です。半導体工

場が止まることなく稼働し続けるためには、安定した電力供給が生命線です。韓東勲は、政府が原

子力発電所を建設し、送電塔を建て、大規模なデータセンター団地を造成すべきだと主張します。

企業が単独で担うにはあまりにも巨大でリスクの大きい事業を、国家が先頭に立って解決すべきだ

というのです。

現在、米国のビッグテック企業は AI データセンターのために原子力発電所を丸ごと買い占めていま

す。マイクロソフトはスリーマイル島原発を、アマゾンはペンシルベニアの原発を確保しました。

電力こそが AI の血液であり、国力の源泉となる時代が到来したのです。しかし、私たちはどうでしょ

うか。脱原発の議論に閉じこもって時間を浪費してはいないでしょうか。彼は「小さな政府」とい

う保守の伝統的なドグマを打ち破り、「強力で有能な政府」の必要性を提起します。現在のグロー

バル競争は企業間の競争を超え、国家対国家の総力戦の様相を呈しているからです。「トランプも、

習近平も自国企業のために率先して動いているのに、わが政府だけが後ろ指をさして規制だけをし

ているわけにはいきません。汚い仕事や困難な仕事は、国家が引き受けるべきです。」

米国は半導体法により 520 億ドルを投入しています。中国は国家主導で AI 躍進を宣言し、天文学

的な資金を投じています。日本も遅れて半導体復活に国家の総力を挙げています。この戦場で「市

場に任せよう」と後退すれば、どうなるでしょうか。

規制に対する彼の考えも確固たるものです。「できないことを除いてはすべて可能にすべきです」。

これまで私たちは新しい技術が現れると、まず規制を設けようとしてきました。ドローンが現れれ

ば「どこで飛ばしてはならない」、自動運転車が現れれば「ここでは走ってはいけない」、AIが現

れれば「これを使ってはならない」となります。規制担当官たちの第一の本能は「ダメだ」です。

なぜなら、「できる」と言った後に事故が起きれば、それは自分の責任となるからです。このよう

な構造の中でイノベーションが起きるでしょうか？

しかし、AI競争はスピード勝負です。走ることにも精一杯の選手たちの足に砂袋を付けてはいけま

せん。ハン・ドンフンは、AIが存分に駆け回れる運動場を作ろうとしています。彼は「AIインフラ

構築に150兆ウォン、生態系整備に50兆ウォンなど、合計200兆ウォンを投資する」という画期的

な公約を掲げました。これは政府が水を注ぎ、民間投資を誘導する方式です。

データ規制についても、彼は大胆です。

「政府はある程度の副作用を甘受しつつ、データ規制を緩和すべきです。個人情報規制が厳しいEU

などでも緩和が進んでいることは、今が平常時ではないことを示しています」。海外で学ぶ留学生

が受け入れられるよう、AI人材に対して兵役特例を積極的に適用すべきだと述べています。
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AIに関する兵役特例は、中小企業だけでなく大企業にも適用されるべきです。今、シリコンバレー

でAIを研究している韓国人の天才たちがどれほどいるかご存知ですか？その多くは兵役の問題のた

めに韓国に戻ることができません。韓国に戻れば2年間AI研究ができないからです。その2年間はAI

の世界では1世代が過ぎ去る期間です。そのため、彼らはアメリカ市民権を取得し、アメリカ企業の

ために働きます。韓国が育てた人材が韓国の競争相国のために働くというこの皮肉を、いつまで放

置するのでしょうか。これは単にお金を稼ぐ問題ではありません。韓国の生存がかかった問題です。

AI技術を支配する国が未来の覇権を握ります。

韓東勲は、大韓民国がその主人公となることを願っています。彼が描く未来とは、AI という強力な

道具を手にした大韓民国の国民が、世界の誰よりも豊かで賢く生きていく世界です。

世界のブロック化にも注目すべきです。

AI 競争の時代において、北朝鮮・中国・ロシアと連携すべきか、それとも米国・日本と共に歩調を

合わせるべきか。韓東勲の答えは明確です。尹錫悦政府の功績の一つは、米韓日ブロックに適切に

組み込まれたことです。

彼は警告します。「親中派の政権が誕生すれば、体制のみならず経済も、ブロック化された国際情

勢の中で大韓民国は困難な状況に陥るでしょう。」

1950 年、大韓民国が自由陣営に立ったからこそ、私たちは今日の繁栄を享受できました。もしあ

の時、北朝鮮側に立ったのであれば、私たちの運命はどうなっていたでしょうか。

AI 時代のブロック選択も同様です。これは単なる外交問題ではなく、子孫代々の運命を決定づける

文明史的な選択です。

彼は今、未来への高速道路の最初の土を掘り起こしています。

1970年に京釜高速道路の起工式に出席した人々は、それが大韓民国の運命を変えることを知ってい

たでしょうか。

2025年、韓東勲がAI高速道路を全開にするその瞬間は、50年後に「あの時の決断が大韓民国をAI

強国へと導いた」として記憶されるでしょう。これがまさに韓東勲が描く「AI時代の国家モデル」

です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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第26章 成功神話の再構成が必要だ

第6部 韓東勲、新しい時代を開くと誓う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

先の大統領選挙において、韓東勲氏の公約をゆっくりと拝読いたしました。その中で特に印象に残っ

た部分がございますので、ご紹介させていただきます。

大韓民国の歴史は、不可能を可能へと変えた奇跡の連続でした。

灰燼と化した戦場の上で、私たちは二度にわたる決定的な飛躍を成し遂げました。1953年、韓国戦

争が終結した当時、我が国の一人当たり国民所得は67ドルに過ぎませんでした。アフリカのガーナ

やジンバブエよりも劣る、世界最貧国でした。国際社会は「大韓民国を希望のない国」と呼んでい

ました。しかし、それから70年が経過した現在、私たちは世界10位以内の経済大国へと成長しまし

た。人類の歴史において、これほどの飛躍を成し遂げた国は他に存在しません。最初の飛躍は、李

承晩大統領による「農地改革」でした。

小作農として生計を立てていた農民たちに「自分の土地」を持たせることになりました。「今から

は自分が働いた分だけ自分のものになる」という希望が国民を目覚めさせ、教育熱を爆発させ、資

本主義の基礎を築き上げました。それは大韓民国という家の礎を据えた出来事でした。それ以前、

ほとんどの農民は地主の土地を借りて耕作し、収穫の半分以上を地主に納める必要がありました。

どれだけ頑張っても貧困から抜け出せない構造でした。しかし、農地改革によって「自分の土地」

が生まれたことで、農民たちの瞳は変わりました。「自分の土地で収穫した米で、自分の子供を勉

強させよう」と。この希望が大韓民国の教育熱の出発点となりました。

2度目の飛躍は、朴正熙大統領による「重化学工業育成」でした。

かつらを作って売っていた国が

製鉄所を建設し、船舶を建造し、自動車を生産すると宣言しました。

世界は嘲笑しましたが、私たちは成し遂げました。その決断があったからこそ、私たちは中進国の

罠を乗り越え、先進国の門まで駆け上がることができたのです。

当時の世界銀行は韓国の製鉄所建設について「技術も資本も経験もない国が製鉄所を建設するなど、

狂気の沙汰だ」と評価しました。

日本の鉄鋼会社たちも嘲笑しました。

しかし、浦項製鉄は1973年に最初の銑鉄を生産し、20年後には世界一の鉄鋼会社となりました。

その「狂気じみた行為」が今日の韓国を築いたのです。
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いま韓東勲は、「第3の奇跡」、すなわち「第2の飛躍」を語っています。

現在の韓国では、成長のエンジンが冷め始めています。

少子化と高齢化により、活力を失いつつあります。

若者たちは「努力しても報われない」と諦め始めています。

このまま立ち止まるのか、それとも再び跳躍するのか。

韓東勲は迷わず跳躍を選択します。

私たちの眼前には二つの道があります。

一つは日本のように「失われた30年」の停滞に陥る道です。もう一つはAI革命の波に乗って再び跳

躍する道です。韓東勲は問います。「私たちの親世代は、何もない手から奇跡を築きました。私た

ちがその挑戦の精神を受け継がない理由があるでしょうか？」

彼が語る「第2の農地改革」や「第2の重化学工業育成」は、過去を踏襲せよというものではありま

せん。

その精神を受け継ぎ、AI と先端技術によって新たな成功神話を築こうとするものです。農地改革が

国民に「資産」をもたらしたように、今やデータと技術という新たな資産を国民が手にできるよう

にすべきです。

重化学工業が私たちを製造業強国へと導いたように、今やAI・半導体・バイオ産業を育成し、技術

覇権国となるべきです。

彼がロールモデルとするのは、朴正煕大統領の経済開発5カ年計画の推進力です。ただし、AI時代の

変化の速度は過去とは比較にならないほど速いため、彼は5年ではなく「未来成長2カ年計画」を提

案しました。

「5年は長すぎます。1年、2年単位で計画を策定し、点検し、実践すべきです。大統領自ら『ウォー

ルーム（War Room）』の状況室長となり、経済戦争を指揮します。」朴正煕大統領が毎朝の輸出

状況板を点検したように、韓東勲大統領は毎日、AI技術の発展状況とグローバル競争の状況を点検

するとのことです。

経済は戦争であり、大統領は司令官です。背を向けて報告書を受け取るだけの大統領ではなく、戦

線に立って直接指揮する大統領を約束します。

この計画の核心は「選択と集中」です。

彼は5大メガポリス戦略と連携し、首都圏に集中した産業能力を全国5つの拠点都市へ戦略的に分散・

集中させると表明しました。

各拠点に「規制特区」を指定し、「税制特区基金」を導入することで、企業が地方へ移転し自由に

革新できる土壌を創出するものです。
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これは、過去に重化学工業団地を造成して産業化を主導した国家主導の発展戦略の21世紀版です。

ウルサンが自動車と造船の都市となったのは偶然ではありません。クミが電子産業のメッカとなっ

たのも偶然ではありません。国家が戦略的に産業を配置し、支援したからです。

韓東勲はこの戦略をAI時代に合わせてアップグレードしようとしています。ある都市はAI半導体の

ハブに、ある都市はバイオAIの中心に、ある都市は自動運転のテストベッドに。韓国全体をAIイノ

ベーションの実験室にしようという構想です。

韓東勲は確信に満ちた声で言います。「私たちはできます。私たちには遺伝子があるのです。」

徹夜して研究に打ち込む科学者たち、失敗を恐れず挑戦するスタートアップの若者たち、世界のど

こに持ち出しても引けを取らない優秀な人材たち。これらがまさに韓東勲が信じる韓国の潜在力の

源泉です。

私たちのDNAには「できる」という遺伝子が刻まれています。

戦争の廃墟から立ち上がった民族、IMF危機を金集めによって克服した民族、コロナパンデミックで

K-防疫によって世界を驚かせた民族。

私たちは危機のたびに、より強くなってきました。

AI革命というこの巨大な挑戦の前でも、私たちは必ず成し遂げます。彼は政府が後押しとなるべき

だと信じています。

企業が自由に投資できるよう税制を軽減し、不必要な規制を取り払い、失敗しても再起できるセー

フティネットを構築すること。そして、企業が成長し、良質な雇用が生まれ、その果実が国民に還

元されるという好循環の構造を作ること。これが韓東勲が描く第二の飛躍です。

グローバル経済のブロック化の流れの中で、「米韓日連携」を経済飛躍の足がかりとすべきだと、

彼は強調します。

「資本にも国籍がある時代」において、米国と技術同盟を結び、日本や豪州などと「経済NATO」

を創設してサプライチェーン危機に共同で対応するという戦略です。彼は古びたイデオロギー論争

に囚われて時間を浪費することを戒めています。過去に縛られ互いを貶めている間に、世界は光の

速さで駆け抜けています。

日本との協力について「親日」として非難する人々がいます。しかし、考えてみてください。サム

スン電子が世界最高の半導体を作れたのは、日本の素材・部品・設備がなければ不可能でした。私

たちの尊厳を高めることは、過去の傷をなぞることではなく、未来において日本を凌駕することで

す。韓東勲は、その未来に向かって走り出そうと呼びかけています。

韓東勲は私たちの手を握り、未来を指差します。「あそこに新しい機会の土地があります。私たち

と一緒にそこへ行きましょう。」彼の眼差しは、1970年代に日韓の奇跡を夢見たあの熱意と通じる

ものがあります。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #韓東勲 #韓国政治 #法務部 #検察改革 #非常戒厳 #ローンスター #庶民政策



79

第27章 3・4・7ビジョン、数字に込められた希望

第6部 韓東勲、新しい時代を開くと誓う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

政治家の言葉は、時に雲をつかむような響きを放ちます。

「より良い明日」「ともに進む未来」「国民の幸福」……美しくも手に取れない言葉たち。選挙が

終われば忘れ去られる約束。国民は疲弊しています。「またその言葉か？」しかし、昨年の大統領

選の期間中、韓東勲は具体的な目標を提示しました。

それはまさに「3・4・7ビジョン」です。これらの数字には、彼が描こうとする韓国の青写真が込

められています。

数字は嘘をつきません。

数字は検証可能であり、責任を追及することもできます。

第一に、「3」は「AI G3」を意味します。

米国と中国という二大巨頭（G2）の狭間から、韓国がAI技術力で世界第三位の強国（G3）となると

いう野望です。これは決して空想ではありません。私たちはすでに世界最高水準の半導体メモリを

生産しています。インターネットとスマートフォンの普及率も世界最高レベルです。ハードウェア

とインフラは整っています。これに私たちの優れた頭脳と創造性を加えれば、AI G3は十分に達成可

能な目標です。

考えてみてください。半導体なしではAIは動作しません。そして、世界のメモリ半導体の60％以上

が韓国で生産されています。私たちはすでにAI時代の鍵を握っているのです。この鍵で世界第三位

の扉を開くことは不可能ではありません。韓東勲はこれを通じて、韓国の国格を一段と高めようと

しています。彼はこう述べています。「AI（人工知能）の転換期であるAX時代において、匙を投じ

るか、指をくわえるかの岐路に立っています。政府と民間が協力して200兆ウォンを投資し、AIイ

ンフラを整備してイノベーション生態系を構築し、再び成長しなければなりません。」

第二に、「4」は「国民所得4万ドル」を意味します。

私たちは長年、国民所得3万ドルの沼に閉じ込められていました。物価は上がるのに月給は据え置き

という、もどかしい現実。韓東勲はこの壁を打ち破りたいと考えています。4万ドル時代は、単に多

くのお金を稼ぐことを超え、生活の質が変わることを意味します。4万ドルになれば何が変わるので

しょうか。夕方の6時に退勤して家族と夕食を共にできます。週末に子供たちと旅行に行く余裕が生

まれます。子供の学費を心配して夜も眠れなくなることはありません。医療費のために治療を諦め

ることもなくなります。韓東勲が約束する4万ドルとは、そのような豊かさを取り戻す日常のことで



80

す。

三つ目は、「7」が「中産層70%の回復」を意味することを示しています。

これが韓東勲のビジョンの核心であり、最も温かい部分です。かつての韓国は、「私も一生懸命働

けば、より良い生活ができる」という信念を持つ国でした。中産層が太い腰を支える、しっかりと

した国でした。しかし、格差が深刻化するにつれて中産層は崩れ落ちました。「川から龍が生まれ

る」という言葉は昔話となり、階層移動の梯子は断たれてしまいました。1980年代には、父親が工

場で働けば子供を大学に進学させることができました。一生懸命働けば、マイホームを築くことも

可能でした。では、今はどうでしょうか。共働きをしても、東京に家を一軒買うことは困難です。

子供を産めば、教育費の心配で腰が折れそうです。「努力しても報われない」という絶望が若者を

覆っています。

韓東勲は、崩れ落ちた梯子を再び立てようとしています。国民の70%が自分自身を中産層だと感じ

る社会。失敗しても底まで落ちず、再び挑戦できる社会。親の経済力が子供の未来を決定しない社

会。彼が夢見る中産層70%の世界は、まさにそのような正義に満ちた世界です。

彼はこう説明します。「中産層は経済の腰です。健全な民主主義にも中産層が不可欠です。誰もが

意志と努力を持てば中産層になれる、『成長する中産層の時代』を切り開かねばなりません。」

この「3・4・7ビジョン」は単なる選挙公約ではありません。これは、韓国が再び胸を躍らせるた

めの目標です。韓東勲は、黒板に書かれた冷たい数字ではなく、その数字の背後にある国民一人ひ

とりの汗と涙、そして笑顔をみています。

3・4・7。この数字を覚えておいてください。これは韓東勲が国民に差し上げる約束の証です。こ

の約束が守られなければ、いつでも責任を問うてください。

この3・4・7のビジョンは、空疎なスローガンではなく、具体的な投資計画（200兆円）と実行方

策（未来戦略部新設、規制改革）によって裏打ちされた、実事求是の青写真です。彼は「数字を提

示することは、それだけ結果に対する責任を負うという意味だ」と語り、強い自信を示しました。

彼はこの目標に向かって、国民と共に着実に歩んでいくでしょう。

多くの人々が尋ねます。「成長が重要ですか、福祉が重要ですか？」政治界では、この問いをめぐっ

て長い間議論が続いてきました。保守は成長を叫び、進歩は分配を叫んできました。しかし、韓東

勲は首を振ります。「成長と福祉は別々の話ではありません。成長こそが福祉を実現するための最

も強力な手段です。」

韓東勲が語る成長とは、一部の財閥だけが豊かになる成長ではありません。AI革命によって得られ

た大きな果実を国民全体に公平に分配する成長です。彼はこれを「右肩上がりの国」と表現します。

国全体の富が大きくなる中で、その恩恵が最も弱い場所、最も低い場所へと水のように流れ込む構

造を築くというのです。

彼は「保守は成長に、進歩は福祉に偏重した結果、中産層が取り残されてきた」と指摘します。「

中産層を前面に押し出した保守政党は存在しませんでした。日本は先進国ですが、その国民は幸せ

でしょうか。国民が幸せになるためには、庶民を中産層として取り込む必要があります。」ここで
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登場する画期的なアイデアこそが「生涯福祉口座」です。

現在の私たちの福祉制度はあまりにも複雑です。

児童手当、若者手当、失業給付、老齢年金…数十、数百に及ぶ制度が散在しており、実際に自分が

どのような給付を受けられるのかさえも把握することが困難です。

申請しなければ、支給されません。

福祉の死角で餓死する人もいれば、巧妙に悪用する者もいます。

『生涯福祉口座』は、これらすべてを一つにまとめる『人生の頼もしい財布』です。生まれる瞬間

から国家が、あなたの名前で口座を作成します。あなたが病気になった時、失業した時、定年を迎

えた時、国家がその口座に必要な資金を補充します。あなたが個別に役所を訪れて証明書類を取得

する必要はなく、AIが自動的にあなたの状況を把握し、必要な支援を提供します。

想像してみてください。突然失業したとしましょう。昔なら雇用センターで列に並び、書類を提出

し、数週間待たねばなりませんでした。しかし、生涯福祉口座があればどうでしょう。翌朝、口座

に失業給付金が入っています。子供が病気になれば？医療費が自動的に支援されます。複雑な申請

書も、屈辱的な証明も不要です。

この口座は単なる支援金ではなく、国民一人ひとりが自らの人生を主体的に設計できる「自由の基

盤」です。

生活費の心配で夢を諦めないよう、医療費の心配で治療を先延ばししないよう、国家が頼もしい支

えとなるのです。

韓東勲はこう語ります。

「強者には厳しく、弱者には優しく。」これが彼の「強強弱弱」の哲学です。成長によって強い国

をつくり、その力で弱者をより厚く守る。『生涯福祉口座』は、その温かい哲学を実現する最も具

体的な約束です。

彼は、勤労所得税の減税や児童税額控除の拡大など、中産層の「財布の紐」を緩める減税政策と並

行して、弱者のための手厚い福祉を推進すると述べました。「全国民に25万円を支給する」といっ

た現金ばらまき型のポピュリズムを「偽物の福祉」と批判し、持続可能な成長と福祉のシステムを

構築する「真の福祉」を実現すると、韓東勲は約束しています。選挙のたびに「すべての国民に

100万円を差し上げます」という公約が飛び交います。それは甘い言葉です。しかし、そのお金は

どこから来るのでしょうか。結局は私たちが納めた税金であり、私たちの子供たちが返済しなけれ

ばならない借金です。これは福祉ではなく、将来世代に対する搾取です。韓東勲はこうした「キャ

ンディ政治」を拒否します。

彼は「AI革命の果実を国民に還元する」と約束しました。AIによる生産性向上と経済成長が企業の

利益だけを膨らませるのではなく、その収益は税収として確保され、福祉財源として使われるべき

だというのです。「AIには投票権がありません。投票権はあなた方にあります。」この言葉は、技

術革新の恩恵が主権者である国民に公正に分配されるべきだという彼の哲学を示しています。
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AIが仕事を奪うと心配する方が多くおられます。その通りです。AIは確かに多くの仕事を代替する

でしょう。しかし同時に、AIは莫大な富を創出します。

韓東勲は、その富が一部の企業のものではなく、国民全体のものとなるべきだと説きます。AIが生

み出した富を国民の福祉口座へ流し込むこと。これがAI時代の新たな社会契約です。

AI革命の果実は、特定の企業のポケットではなく、まさにあなた方の「福祉口座」に流れ込むこと

になります。これが韓東勲が約束する「成長する中産層」の未来です。彼は成長を通じて蔵を豊か

にし、その蔵を国民の幸福のために惜しみなく開く、温かい経済の大統領を夢見ています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第28章 修道聖堂の侍者、韓東勲

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1980 年代前半のある日曜日の朝、忠清北道清州市水洞聖堂の鐘の音が静かな村に響き渡ります。

白い祭服を着た一人の少年が祭壇の前でミサを補佐しています。ボサボサの髪に天使のように澄ん

だ瞳を持つこの子は「輔祭」と呼ばれます。ミサで神父を補佐する幼い奉仕者です。

少年は両手を合わせて静かに立っています。

その瞳には、同年代の子どもたちとは異なる種類の真摯さが宿っています。

この少年こそが、幼き日の韓東勲です。

韓東勲は 1973 年にソウルで生まれました。彼の幼少期の記憶は、ソウルの華やかな街並みではな

く、忠清道の素朴な風景で満たされています。

父親の転勤により、家族は清州へ移住しました。彼の父親は当時、世界的な磁気録音ヘッド製造会

社であるAMKの韓国法人代表であり、工場が清州に所在していたためです。

清州での生活は、彼にとって生涯消えることのない記憶として残りました。熱心なカトリックの家

庭で育った彼は、清州水洞聖堂で「ジェラード・ハモンド」神父の補佐として奉仕活動を行いまし

た。

韓国名「ハム・ジェドゥ」と呼ばれたこの青い瞳の神父は、1960年代に韓国を訪れ、北朝鮮への宣

教活動と結核撲散事業に生涯を捧げた方でした。

幼い韓東勲にとって、ハム神父の元でミサを補佐することは単なる宗教儀式ではありませんでした。

それは共同体への献身や他者への温かい眼差しを学ぶ過程でした。後に彼は、この時期をイタリア

映画『シネマ・パラダイソ』の主人公トットーに例えました。映画館の監督助手の元で映画を学ん

だトットーのように、彼もまたハム神父の元で人生の在り方を学んだのです。

父親もまた、幼少期に神父になるために神学校に通うほど信仰心が厚い方でした。このような家庭

環境は、彼が幼い頃から「公共の利益」という価値観を自然に体得する土壌となりました。

時を経て90歳を超えたハム・ジェドゥン神父を訪ね、昔の思い出を語り合うことも、彼が華やかな

エリート生活を送りながらも、自らのルーツと縁を大切にする人であることを示しています。

小学5年生のとき、ソウル市瑞草区蚕院洞へ転居したことで、彼は本格的に「江南8学群」の生活へ

と足を踏み入れました。新東小学校、京元中学校、現代高等学校を経てソウル大学校法学部へ入学

した彼の経歴は、大韓民国の主流エリートが辿る典型的なコースです。学生時代、彼は3年間、学年
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上位の成績を維持し続け、学級委員長を務める模範生でした。

背が高く白い肌、そして優れた成績のおかげで、異性の友人たちにも人気があり、男子生徒の間で

も信頼が厚い存在でした。

しかし、同級生たちが記憶するハンドンフンは、単に勉強ができる「優等生」ではありませんでし

た。彼は主流の秩序の中にいながら、不当さに立ち向かう「反骨の気質」を持つアウトサイダーで

した。

中学時代の逸話があります。担任の先生が転校する模範生にのみローリングペーパーを書くよう指

示しました。学級委員長だったハンドンフンは公然と問題提起しました。「なぜその子だけなので

しょうか？公平ではありません。」

十四歳の少年の口から出た「公平性」という言葉。それは後に彼が生涯をかけて守ろうとした価値

の種となりました。

いわゆる「問題児」や成績の低い友人たちとも、親しく交わっていました。不良な態度の子どもた

ちも、韓東勲が学級委員を務めるクラスでは彼を認め、従ったと伝えられています。彼は権威や階

級に屈することなく、水平な仲間意識を持っていました。

一九九二年、ソウル大学校法学部に入学しました。大学四年生となる二十二歳の時、第三十七回司

法試験に合格しました。

大学時代、彼はソウル大学校アマチュアオーケストラ同好会「SNUPO」の第一期メンバーとして活

動し、フルートを演奏しました。法学部生でありながら、芸術的感性を失わなかったのです。

司法修習院時代、彼は一滴も酒を飲めず、同期たちの心配を買いました。酒席に流されることなく、

自分だけの時間を過ごし、お金を貯めることもありました。彼は群れに流されない方法を、とても

幼い頃から身につけていたのです。

主流に属しながらも主流の論理に陥らない「境界人」の感覚。これが後に彼が生ける権力に対して

刃を向けられた原動力となりました。彼は組織を愛しましたが、組織の論理に屈しない「永遠のア

ウトサイダー」でした。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第29章 気取らない「ミュラーさん」

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年の韓国を歩けば、赤いスカーフを巻ったり、角めがねをかけた50代の男性をしばしば見か

けます。いわゆる「ハン・ドンフン現象」です。単なるファッションの問題ではありません。それ

は「態度」の問題なのです。

1973年生まれのハン・ドンフンは、韓国社会の「X世代」を象徴するアイコンです。彼は産業化の

果実を享受して成長し、大学時代には民主化後の自由な文化的洗礼を受けた世代です。政界で586

世代が主流を占める中、70年代生まれのハン・ドンフンの登場は、単なる世代交代を超えた「時代

交代」の象徴ともいえるものでした。彼は2024年の大統領選挙出馬表明で、1992年のソテジの登

場に言及しました。「世界が階段状に変わる革命的変化」を語る中で、ソテジ登場当時の既成の評

論家たちの厳しい批判と大衆の熱狂を目撃し、時代が変わることを肌で感じたことを回顧しました。

ハン・ドンフンに付けられた「ヤング・フィフティ（若き50代）」という形容は、単に年齢が若く

見えるという意味ではありません。

それは、既成世代の権威主義や虚飾を拒否し、実用性と趣味を重視する新しい中年のライフスタイ

ルを体現するものです。

彼は国会出席や公式の場において、角めがね、スカーフ、ディンプル入りのネクタイ、よく仕立て

られたスーツなど、洗練されたファッションセンスを披露し、話題となりました。彼が着用したオ

リバー・ゴールドスミスやカッター・アンド・グロスのメガネ、1970年代のヴィンテージウォッチ

などは大衆の大きな関心を集め、品切れ大混乱を招くことさえありました。

しかし、このスタイルは見せかけではなく、彼が普段から追求してきた「気取らない」自然さの表

れです。

「服のようなものは幼い頃から自分で買って着てきました。」

彼の感性を最もよく表す言葉は「ミュラーさん」です。「ミュラー（Mule）」は国内最大の中古楽

器取引サイトです。

韓東勲はここでギターやアンプなどを売買する活動を楽しんでいました。

長官を務めた政治家が中古楽器サイトで直接取引をするとは？

社会的地位や体裁を重んじる従来の高級官僚であれば、想像もつかない姿です。彼は顔が知られる

前まで、自ら直取引の現場に出向き、商品の確認と取引を行いました。
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自らを「隅っこでギターを弾く人」と称し、居間でフェンダー・ストラトキャスターを演奏する彼

の姿は、退勤後は組織の部品ではなく完全な個人として戻り、自分だけの趣味に没頭する現代人の

理想郷を示しています。

彼は酒を体質的に一滴も飲めませんが、代わりにゼロカロリーコラを好み、会食の文化よりも個人

の時間を大切にしています。

「他人の酒席でタンバリンを叩くほど親しみ深いわけではありません」という言葉は、組織内の社

交よりも業務の本質と個人の生活のバランスを重んじるX世代の職業観を反映しています。

彼がブラックシャツを着ない理由について、こう答えました。

「猫の毛が大量に付着して、取り除くのが面倒なのでございます。」

飾り気なく、率直な口調です。彼の自宅には猫がおり、黒い服に付いた毛を払うことさえ面倒がる、

ごく普通の人物です。

このような「ヨンピフティ」としての韓東勲は、政治的にも既存の保守層が持つ「年長者」のイメー

ジを脱却する決定的な役割を果たしました。彼は若年層が感じる公平さと常識への渇望を理解し、

彼らの言語や文化コードで対話できる保守陣営のリーダーです。彼は権威的な訓戒ではなく、「同

僚市民」という水平な言葉を用います。国民を教えようとするのではなく、学ぼうとする姿勢を貫

きます。

2025年4月、彼はYouTubeライブ『普通の一日』でエビせんべいを食べながら視聴者と対話しまし

た。閣僚や党代表を歴任した政治家が、お菓子を頬張りながら日常的な会話を交わす姿。それこそ

が「ヨンピフティ」韓東勲の真の姿です。

韓東勲のスタイルや趣味嗜好は、単なるゴシップではありません。彼が志向する自由主義的かつ個

人主義的な政治哲学が、日常生活に体現された証拠です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第30章 ビートルズからクライングナットまで

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

韓東勲氏の書斎、あるいは彼が一人の時間を過ごす場所には、常に音楽が流れています。音楽は彼

にとって単なる趣味ではありません。それは過酷な現実を耐え抜くための逃避先であり、再び世界

と戦う力を得るための給油所です。

音楽への愛は、小学校時代までさかのぼります。

作文の時間には『オーディオを持って遊ぶ』という題で文章を書くほどでした。35年続く親友たち

の証言によれば、彼は幼い頃から音楽に深く没頭していました。

彼のプレイリストを覗いてみると、私たちは驚かされます。

ビートルズの叙情的なメロディが流れるかと思えば、突然ジミ・ヘンドリックスの荒々しいエレキ

ギターの音が空間を裂きます。レッド・ツェッペリンの強烈なロック・スピリットに心奪われたか

と思えば、いつの間にかジョン・コルトレーンの難解で深いサックス演奏に夢中になっています。

2024 年中秋特�，他作�每日 DJ 出演了 CBS �台的《朴在洪的一番��》，公�了自己的“人生

播放列表”。

�份歌�真�地映照出他的内心世界。

首先，他介�了�姆·�茨的《Way Down in the Hole》。他将收�此曲的美国���《火�》（

The Wire）��自己的人生�集。��在粗�而黑暗的��之中仍�守人性尊�的主�，与他作�一

名�察官�烈而��的人生�迹�生了深刻的共�。

吉米·亨德里克斯的《Bold As Love》象征着他被�任至釜山高等�察�次��察官期�所��的孤

独与慰藉。他回�道，当�他常一���吉他，一�反�演奏�首曲子。

在人事��后，于陌生的城市独自度�的夜�，从�接着音箱的吉他中流淌出的吉米·亨德里克斯的

旋律，是他唯一的�友。在那个仿佛被权力逼迫而被迫离�、被�至低�的�月里，他正是在琴弦之

上��了自己的存在。

レッド・ゼppelin、ビートルズ、ドアーズなど、1960～70年代のロック音楽に対する彼の愛着は、

時代を超えた名曲が持つ本質的な力への信念を示しています。彼はビートルズの『Come Together』

を最後の曲に選び、こう述べました。

「皆が責任を持って問題を解決できればと思います。」
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ジャズにも造詣が深く、ジョン・コルトレーンの音楽を愛しています。『I'm Old Fashioned』とい

う曲を紹介する際、自らを「古風（オールド・ファションド）」と表現することもありました。流

行を追うのではなく、変わらない価値を志向する彼の姿勢が現れた一節です。

韓国のインディ・バンド、クライング・ナットの『ミョンドン・コリング』を曲に選んだ際、1990

年代に弘大のクラブ『ドック』に通っていた青年、韓東勲の思い出を呼び起こしました。

法学部生でありながら、夜には弘大のインディ・シーンのエネルギーを吸収していたあの時代。形

式や権威を拒否するパンク・ロックの精神が、彼のDNAに刻まれたのかもしれません。

リヒャルト・シュトラウスの歌曲『夕暮れに』のさまざまなバージョンを収集するという事実は、

彼がクラシック音楽に対して抱く深い愛情と繊細な感性を証明しています。

「良き音楽は時代を超えて生き続けるものです。」

グリーン・デイの『Wake Me Up When September Ends』から、英国バンド・ナッシング・バッ

ト・スリーバーズの『Lover, Please Stay』までを紹介し、彼の音楽的スペクトラムが過去に留ま

らず、常に拡張され続けていることを示しました。また、ラジオヘッドの『Creep』やレナード・

スキナーズの『Free Bird』も彼の愛聴曲リストに含まれています。

2024年のペンタポート・ロック・フェスティバルで、アメリカのミュージシャン・ベックのライブ

を観覧したことも話題となりました。元首相という政治家がロック・フェスティバルの観客席に立

つ姿。それは彼が今なお音楽を愛する「50代」であることを示す瞬間でした。

音楽は、彼が複雑な政治の現実と多忙な日々の中でも自分自身を失わず、平穏を保つための「心の

安らぎの場」です。彼が好むロック音楽には「抵抗」の精神が宿り、ジャズには「自由」の魂が込

められています。

もしかすると、韓東勲が権力の圧力の中でも屈せず、言うべきことを言えたのは、彼の血にロック

ンロールの抵抗精神が流れていたからかもしれません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第31章 中古取引市場に時々現れる韓東勲

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「この件がすべて終わったら、再び『ミュルジャー』の生活に戻ろうかと考えています。」2025年

4月のYouTubeライブ放送で韓東勲が述べたこの言葉は、支持者の間で大きな話題となりました。

「ミュルジャー」とは、国内最大級の楽器中古取引サイト「ミュル（Mule）」で活動する中年男性

を指す隠語です。

韓東勲氏はフェンダー・ストラトキャスターやジャズマスターを所有しており、中古のアンプやエ

フェクターなどを収集・取引することを楽しんでいました。

単に楽器を購入するだけでなく、商品の状態を確認し、販売者と直接会話する取引のプロセスその

ものを楽しんでいました。

しかし、韓東勲氏が法務部長官に就任し、顔が広く知られるようになると、この小さな趣味生活は

行き詰まりに直面しました。

顔が知られてからは、中古取引所に行くと人々に気づかれます。

そして続く言葉は視聴者の爆笑を誘いました。

値引きをあまりにも過剰に要求したため、もう出かけるのはやめようと思いました。半額を要求す

るなど、そんなことはできませんか？

通常の政治家であれば、随行員に任せるか、身分を隠したでしょう。

しかし彼は自ら取引現場に赴き、あり得ない価格交渉に動揺しながらも、それをユーモアとして受

け流しました。

この逸話には、韓東勲という人物の性格が如実に表れています。

彼はギターの腕前について「あまり上手に弾けるわけではないが、部屋で独り占めするギタリスト

のレベルだ」と謙遜しています。しかし、釜山勤務時代にジミ・ヘンドリックスの曲を演奏して過

ごしたという逸話や、スライド・ギターの技法について詳しく説明する姿を見る限り、相当な識見

と実力を備えていると推察されます。

知人が尋ねました。

「いや、中古品なのだから少し値引きを頼めばよかったのに」
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韓東勲はこう答えました。

「この物品の価値を知っている人が、事情があって売っているのですから、私がそれを値切ろうと

するのは失礼ではありませんか。それは礼儀に反します。」

この短い会話の中に、彼の性格が表れています。

彼は他人の困窮を利用して自分の利益を図ろうとはしません。自分が強者の立場にあるとき、弱者

に対する態度。彼は顔も知らない中古取引の相手方に対してもさえも「公平」と「尊重」を守ろう

としました。

彼が収集したギターたちは、単なる木のかけらではありません。他人の物語と価値を尊重した証た

ちです。

夜更け、彼がアンプにギターをつなぎ、静かに弦を弾くとき、彼は世界の騒がしさを忘れて、完全

に自分自身と向き合います。公的な「ハン・ドンフン」ではなく、私的な「ハン・ドンフン」とし

て息ができる解放区。それが彼にとってのギターと『ムル』です。

「取引はできません」という彼の毅然としつつも愛らしい反論は、原則を重んじる彼の性格が趣味

の生活においてもそのまま現れている場面です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第32章 白鯨、大江健三郎

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「私の人生における本は、ハーマン・メルヴィルの『モビー・ディック』です。」

ハン・ドンフンは複数のインタビューで、ためらうことなく『モビー・ディック』を挙げています。

通常、人々はこの小説を巨大なクジラへの復讐劇として記憶しています。しかし、ハン・ドンフン

の読み解きは異なります。

彼はエイハブ船長の狂気ではなく、圧倒的な運命に立ち向かう人間の意志に注目します。クジラ捕

獲船「ペクッド号」の乗組員のように、それぞれ異なる背景を持つ人々が一つの目標に向かって進

む過程。そして避けられない破局の前でも、最後まで自らの道を進む姿に、彼は深い共鳴を感じま

した。

2023年8月、法務部長官を辞任した直後の出来事です。

ある小学生が、彼に「くまのプーさん」のシールと一緒に手紙を送りました。

幼い筆跡でびっしりと書かれた応援の言葉。韓東勲は多忙な最中にもかかわらず、この小さな手に

よって書かれた手紙に返信を書きました。

そして、一冊の本を贈りました。

それは『モビー・ディック』でした。もちろん、子供向けに改作された版です。「この本はクジラ

を捕まえる物語ですが、実は人生の目標に向かって進む勇気についての物語です。後で読めば役立

つでしょう。」

閣僚職を退いた直後の混乱した時期においても、彼は幼いファンの手書きの手紙に返信し、自らの

人生の本を贈りました。この逸話がファンカフェを通じて公開されると、『モビー・ディック』は

キョボムゴとイエス24のベストセラー第1位にランクインしました。

書斎には日本のノーベル文学賞受賞者である大江健三郎氏の著作が並んでいます。『個人的な体験』

や『浜で泳ぐ』。脳機能障害を持つ息子ヒカリとの生活を描いたこれらの作品を通じて、彼は苦痛

と試練を乗り越え、人間としての尊厳を守る姿勢に深く共感しました。

「大江先生ご夫妻にとって、息子ヒカリを育てることは人生の大きな喜びでした。個人的な経験と

社会的責任がいかに結びつくかについて、深い洞察を得ました。」
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アメリカの短編小説家レイモンド・カーヴァーの作品も、彼の愛読書リストに含まれています。カー

ヴァーの小説は、平凡な人々の日常に潜む喪失と孤独を、乾いた温かみのある眼差しで描き出しま

す。

興味深いことに、彼はカーヴァーの作品のうち、編集者のゴードン・リッシュが手を加えた「編集

版」をより好むという点です。その理由を尋ねると、彼はこう答えました。

「より簡潔で、凝縮されており、胸に響くからです。」

「検察捜査は三行で説明できなければならない」という彼の常日頃の主張と通じる文学的趣味です。

彼の座右の銘は、古代ギリシアの哲学者デモクリトスの言葉から取られています。

「世界は原子と虚無のみであり、他はすべて意見に過ぎない」

事実と真実を重んじ、世間の評価や非難に揺らぐことのない彼の冷徹な世界観を示しています。

チャールズ・ディケンズの『二都物語』に登場する弁護士「シドニー・カートン」を好み、IDとし

ても使用していました。シドニー・カートンは、愛する人のために代わりに断頭台に上がる自己犠

牲のキャラクターです。なぜ彼がこの人物に惹かれたのか、私たちは彼の人生を通じて推察するこ

とができます。

韓東勲は読書について次のように述べています。

「他人の人生を垣間見、自分の感性や周波数と合うものを見つけ、幸せを感じます。」文学とは、

他者の苦痛に共感する訓練の場です。複雑な政治の現実の中でも道を見失わないための羅針盤です。

法典の条文の背後にある人間の人生を理解しようとするとき、彼はいつも文学という鏡を覗き込み

ます。その鏡に映し出されているのは、エイハブ船長の狂気だけではありません。巨大な運命の前

でも最後まで自らの道を進む人間の意志です。

それが韓東勲が『白鯨』を愛する理由です。

そして、幼い小学生にその本を贈った理由でもあります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第33章 猫とカップラーメン

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2024年のある深夜、総選挙の演説を終えた韓東勲は、水西駅近くのコンビニに一人立ち寄りました。

彼の手に握られていたのは、カップラーメン一つとゼロカロリーのコーラ一本でした。

窓際の席に座り、お湯を注いで三分を待つ間、彼は目を閉じました。一日中休むことなく走り回っ

た疲れが全身を包み込んでいました。

側近の証言によれば、その日の昼食は車の中で食べたキムパプがすべてでした。韓東勲という名前

を思い浮かべるとき、一般の人々はまず冷徹な論理と鋭いスーツのフィット感、そして国会で巨大

な野党相手に一歩も引かずに戦った「闘士」のイメージを描きます。大検察庁の反腐敗強力部長、

最年少の法務部長官。冷たい理性と論理で武装した彼を想像すれば、高級レストランでワイングラ

スを傾ける姿が似合うように思えるかもしれません。

しかし、その鎧を脱いで家に帰った「自然な人間としての韓東勲」の姿は、まったく異なります。

彼の最も私的な空間を埋めているのは、壮大な権力の象徴ではなく、二匹の猫とカップラーメン、

そしてゼロカロリーのコーラです。

彼は自他ともに認める「猫のシスター」です。

2024年にインスタグラムを開設した際、彼が最初に投稿した記事の主人公は政治家の韓東勲ではあ

りませんでした。黒い毛を持つ「タニ」と、長い毛を持つ「ヤンイ」という名前の2匹の愛猫でした。

タニは体重が8～9キログラムに迫る大柄な猫です。

力が強く体が大きいですが、意外にも運動神経に優れた友人だと彼は紹介しています。一方、ヤン

イは4キログラムほどの猫で、保護施設から里親になった友人です。体格差は2倍近くありますが、

この2匹は互いに支え合い、仲良く暮らしています。

ライブ配信で、彼は猫たちについてこう語りました。

「タニは体が大きいですが、ヤンイを気遣い、おやつを分け合う際にも譲り合いの心を持っていま

す。」そして付け加えました。「タニが2、3倍大きくなれば、私を食べてしまうかもしれませんね。

」冗談のような言葉ですが、そこにはペットに対する深い愛情が込められていました。

退勤後にベッドに横たわると、この二匹の猫は約束でもしたかのように彼のそばに潜り込み、眠り

につきます。
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彼は「猫たちが心配のない生活、自由な幸せを享受している姿を見ると、うらやましくも感じます

が、疲れた時にそばに寄り添ってくれるだけで大きな慰めになります」と告白しました。

外でいかに重要な地位に就いていようとも、玄関の扉を開ける瞬間、彼は毛玉たちに食事を用意し、

トイレを片付ける平凡な猫の世話係へと戻ります。

普段着用している洗練されたスーツの裏側には、人知れぬ苦労もあります。

黒いシャツをあまり着ない理由は単純です。「猫の毛が大量に付着して、取り除くのが面倒だから」

です。白い毛を持つヤニの痕跡は黒い服には致命的だと笑い飛ばす姿から、私たちは完璧主義の検

査官ではなく、ふとした隙のある温かい『猫の世話係』の顔を見出すのです。

食性は極めて質素で、むしろ「小学生の味覚」に近いものです。大韓民国の検察組織は伝統的に「

爆弾酒」に象徴されるような強い飲酒文化を持つ場所です。徹夜捜査の後に同僚たちと焼酎を酌み

交わすことが一種の儀礼のように見なされていた文化の中で、韓東勲は例外的な存在でした。体質

的に酒を一滴も飲むことができません。先天的にアルコール分解酵素を持たない彼は、会食の席で

もサイダーやコラを飲みながら席を守りました。

かつて漫画『神の雫』に夢中になり、良いワインを飲んでみようとしたが、そのまま倒れてしまっ

たことがあるそうです。龍山大統領室の晩餐会で尹錫悦大統領が「ゼロコラを持ってきてくれ」と

言った逸話は有名です。大統領でさえ彼の体質を知り配慮したのです。彼はライブ配信で率直に告

白しました。

「酒を飲めないことへの不満はありませんが、次の生まれで酒を少し飲めるようになれば、人生が

もう少し多彩になるのではないかという惜しみはあります。」

金井補欠選挙の勝利後に会った年配の方々が勧める麦酒を断りきれず、少し飲んだ結果、帰りの道

で苦労したという逸話は、彼の人間味を示しています。政治家として有権者の好意を断り難い状況。

しかし、彼の体は正直でした。彼の「ソウルフード」はカップラーメンです。

好むラーメンは具体的です。「お弁当麺」と「ヌグリの辛味」です。蓋がありスープが飛び散らな

いお弁当麺の実用性、辛味で胃をほぐしてくれるヌグリの味。徹夜捜査が日常だった検察官時代、

空腹を満たしてくれたその味が、今も彼にとって最高の慰めなのかもしれません。ライブ配信では

「ヌグリには半熟卵が最高だ」と、彼なりのレシピを公開することもあります。

お菓子の好みも確固としています。エビせんべいを食べる際には、普通のエビせんべいと辛いエビ

せんべいを混ぜて食べるという、自分なりの方式を貫いています。

血糖値が下がると、バナナ味の牛乳を手に取ります。「幼い頃から自分の服は自分で選んで着る」

と言うほど好みの確かな彼ですが、食べるものにおいては格式や華やかさよりも、慣れ親しんだ落

ち着く味を追求します。

猫とカップラーメン、そしてゼロカロリーコーラ。これらは、複雑で冷徹な政治の世界から一時的

に離れ、完全な自分自身へと戻らせてくれる、小さけれど確かな幸せです。
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韓東勲は「同僚である市民たちの、ごく普通の一日を守り抜く」といつも強調しています。もしか

すると、彼が守りたいその「普通の一日」とは、彼自身が退勤後に猫たちのゴロゴロ音を聞きなが

らカップラーメンを一碗平らげる、その平穏な夕方の時間と変わらないのかもしれません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第34章 エレベーター、傘、そして儀典

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2022年5月、法務省庁舎前。韓東勲が法務部長官として初出勤された日でした。部長官の車両が到

着すると、職員たちが整列していました。彼らの手は車扉を開ける準備ができていました。数十年

にわたって続いてきた慣習でした。

しかしその日、見慣れない光景が展開されました。車扉を開けるために待っていた職員たちの前で、

韓東勲は自ら扉を開けて降りられました。

就任直後、彼は指示されました。

「今後は私の車扉を開ける儀典は行わないようにしてください」

この一言は法務省内のネットワークに通知されました。「部長官が望んでいない」という文言とと

もに。長年慣習のように定着していた「儀典」は、こうして姿を消しました。

権威とは、誰が車門を開けてくれるかではなく、その人が担う仕事の重みと真摯さから生まれると

いう彼の信念でした。

韓東勲は職員らに新たな要請を行いました。「『長官様』という敬称を避け、単に『長官』と呼ん

でください」と。報告書などの文書においても、幹部の呼称に『様』の字を付さないよう指示が出

されました。

このニュースは職場人の匿名コミュニティ『ブラインド』で共有され、話題となりました。「権威

を排除せよ」というメッセージとして受け取られました。

上命下服の階層秩序が強い法務部と検察組織の文化に、画期的な試みとして亀裂をもたらすもので

した。

38年にわたり維持されてきた矯正施設の『細かな権力濫用』に関する規定も廃止されました。上司

の要請があれば握手をしなければならないという条項、上司より先に退勤する場合は報告しなけれ

ばならないという条項。これらが姿を消しました。

彼の「強強弱弱」の哲学は、見せかけのショーではなく、体に染み込んだ習慣でした。エレベーター

に乗る際の姿は、それを象徴的に示しています。閣僚や党代表という肩書きを持ちながらも、彼は

エレベーターの奥へ先に入ろうとしませんでした。扉の前に立ち、職員や同僚に「先にどうぞ」と

手招きし、自ら「開く」ボタンを押して待つ姿が何度も目撃されました。
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廊下で出会う職員の所属や名前を尋ね、それを覚えておき、次に会った際にまず挨拶を交わす細や

かな気遣いは、職員たちに深い印象を残しました。「偉い人」ではなく「共に働く人」。それが彼

が示したかったリーダーの姿でした。

2023年6月の雨の降るある朝。国会へ向かう道中で捉えられた一瞬が、オンライン上で話題となり

ました。

通常、高官が出勤する際には、付添秘書が傘を差すのが当然とされています。しかし、その日ハン・

ドンフンは自ら傘を差して出勤しました。

それだけではありませんでした。自分の傘を傾け、隣に立つ補佐官に差しかける姿がカメラに捉え

られました。

「私は特別な待遇を受けるにふさわしい人間だ」という特権意識を捨て、「私たちは共に働く同僚

である」という水平な認識を行動で示したのです。

国会での政府質問や常任委員会会議場においても、彼の配慮は光を放っていました。

視覚障害者の金叡志議員が質疑を行う際には、彼は特に注意を払いました。金議員が壇上まで安全

に移動できるよう配慮し、回答を開始する前に必ずこう述べました。

「金議員、韓東勲法務部長官が回答のために参りました。」

自身の立場と存在を伝えるこの短い一言。誰かには些細に思えるかもしれませんが、それは相手の

立場を深く思いやる共感能力がなければ発せられない行為でした。見えない人の目となろうとする

努力。それが彼が考える「強強弱弱」の実践でした。

「強者にはより厳正に、弱者にはより温かくあるべきだ。」彼はこの原則を口先だけで語るだけで

はありませんでした。検察官時代、財閥会長や国税庁長官といった「強者」を捜査する際には、妥

協なき「地獄の使者」でした。

韓東勲は、いかなる巨大な権力に対しても決して屈しませんでした。しかし、自身の同僚や部下、

そして社会的弱者の前では、喜んで傘を差し出し、ボタンを押してあげる「隣人」であることを自

ら名乗りました。

2024年、国民の党代表就任100日を機に、彼はこう宣言しました。「私たちの保守の真髄は、強者

には強く、弱者には優しくです。」

この言葉は、単なる政治のスローガンではありませんでした。

彼が人生全体を通じて示した行動の要約でした。

韓東勲氏が示したこの「権威からの脱却」への歩みは、古風な上司文化に疲れた若者たちや、水平

な対話を求める国民に対し、新たなリーダーシップの基準を提示しました。権威とは地位から生ま

れるのではなく、人に対する態度から生まれるのだということ。それがエレベーターのボタンと雨

の中の傘が伝えるメッセージでした。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第35章 弱者への眼差し

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「悪人とは何でしょうか？」

あるインタビューで投げかけられたこの問いに対し、韓東勲はためらうことなく答えました。「悪

人とは、他者を搾取する者です。」

この簡潔な定義の中に、彼の世界観が凝縮されています。

彼がなぜそれほど執拗に権力型不正を追求し、なぜ「弱者」ではなく「仲間である市民」という表

現にこだわったのか、その理由がここにあります。彼にとって悪人とは、単に法を犯す者ではあり

ません。力を持つ者が力を持たない者を利用し、踏みにじること。それが彼が生涯戦い続けてきた

敵でした。

彼は「弱者の目線で共同体を見るべきだ」と強調します。

しかし、手がかりは残っています。

「弱者が強者よりも無条件に正しいとは限りません。ただし、格差が深刻化する状況では、社会が

弱者をケアする必要があります。」無条件な同情ではなく、公平な出発線を用意すること。それが

彼が考える「公共の利益」です。

このような哲学は、国民の党の非常対策委員長時代の行動において、はっきりと現れていました。

2024年1月の某日、永登浦の国民の党本部の一角で、小さな昼食会が開かれました。出席者は国会

議員でも、党幹部でもありませんでした。本部で働く清掃員、警備員、建物管理員たちでした。過

去の保守政党の代表が決して行わなかったことです。

華やかなホテルの弁当ではなく、温かいご飯を分け合いながら、彼は彼らの話を聞きました。

「一生懸命お働きなのに、寒いでしょう。」

彼の言葉に続き、その場で約束がなされました。防寒用のパッドベストの支給、必要な備品の支援

です。単なる食事会ではありませんでした。

見えない場所で黙々と働く「仲間市民」たちの尊厳を守り、待遇を改善しようとする実質的な措置

でした。ある参加者はこう証言しました。「パッドをくれて、冷蔵庫も交換してくれるそうです。」

お正月の風景も変わりました。旧正月が近づくと、慣例として送られていた党代表名義の高価な贈

答品の予算が全額削減されました。
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その代わり、そのお金で石炭レンガ7万2千枚が購入されました。そして韓東勲は自ら担ぎを担いで、

ソウル市芦原区白沙里の狭い路地を登りました。石炭を運びながら顔に煤がつくことも気に留めま

せんでした。

民主党の議員が「ショーだ」と批判した際、彼はこう答えました。

「私たちが支えなければなりません」そして黙々とレンガを運んだ。政治家同士の贈答に用いられ

る国民の血税を、本当に支援を必要とする隣人に返すという彼の決断は、政界の古びた慣習を打ち

破る新鮮な衝撃でした。

秋夕には、贈答予算5000万円が、給食を必要とする児童のための弁当支援に充てられました。ハン・

ドンフンは自らエプロンを着用し、弁当を包みました。おかずを詰め、包装容器を閉じながら、彼

は考えたのでしょう。政治家がなすべきことは壮大な議論の戦いではなく、今日も空腹に苦しむか

もしれない子どもの食卓を世話することだと。

彼の視線は常に理不尽な被害者や犠牲となった英雄たちに向けられていました。西海守りの日の行

事で出会った、第2延坪海戦で戦死したハン・サングク上級の妻、キム・ハナさん。行事終了後もハ

ン・ドンフンは彼女に継続して励ましのメッセージを送りました。

戦死者の遺族のための童話プロジェクトの宣伝などを通じて、一過性ではない真摯な対話を続けて

いきました。

「釜山回し事件」の被害者の訴えにも耳を傾けました。

犯罪被害者支援制度を改善し、被害者が裁判記録を閲覧できるように法務部システムを整備したの

は、「国は犯罪者ではなく被害者の側に立つべきである」という彼の原則が反映された結果でした。

韓東勲の弱者への眼差しは、施恵的な同情ではありません。それは共同体の一員として当然に享受

すべき尊厳と権利を守ろうとする「責任感」です。彼はこう語ります。「力ある者がルールを破り

弱者を搾取するのを防ぐこと。それが公務員の義務です。」

弱者のための彼の歩みは続いています。彼が歩く政治の道は、いつも具体的な生活の現場に向かっ

ています。石炭を背負って上る路地、給食を届けた子供たち、清掃員と分けた一食の食事。その小

さな行動の中に、彼が描く韓国の姿が込められています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第36章 「ありがとう。ごめんなさい。愛しています。」

第7部 人間・韓東勲

← 前の章

全章を見る

次の章 →

政界とは言葉の戦場です。

鋭い毒舌と嘲笑、無礼な言葉が飛び交うそこで生き残るためには、より大きな声で、より刺激的な

言葉で相手を制圧しなければならないと人々は信じています。

国会の政府質問の時間には高声が飛び交い、人格攻撃が横行します。「眼鏡をかけた喧嘩っ早い男」

「毒蛇のような奴」。これらは韓東勲に浴せられた非難の数々です。

しかし、彼の言葉は違っていました。

国会の政府質問が終わったある日、直前まで彼に対して露骨な非難を浴びせていた野党議員のもと

へ、韓東勲が歩み寄りました。

彼は腰を深く折り、礼儀正しく握手を求めました。相手議員の顔には明らかな動揺が走っていまし

た。直前まで続いていた高揚した雰囲気とは全く異なる反応だったからです。12・3非常戒厳令解

除後、国会で民主党議員たちが彼に近づき握手を求めた際も、彼は丁寧にそれに応じました。「戦

うにしてもルールを守り、人間としての礼儀を失わないこと。」それが彼が考える政治家の基本的

な資質でした。

支持者たちに対しても、こうして訴えかけるのでした。

「相手が卑劣な態度に出たとしても、私たちも同じように卑劣になってはいけません。

私たちは品格を守らねばなりません。」

韓東勲氏の話し方は、『誠実さ』と『謙虚さ』を武器としています。

国会において野党議員たちの荒々しい攻勢と非論理的な強引な主張に対し、彼は論理で対抗します。

「私がすべてを賭けます。委員長様は何を賭けられますか？」清潭洞の酒席疑惑に対する彼の反撃

は、鋭い一撃を放つ力を持っていました。相手の隙を正確に突く論理。それが彼の武器でした。

しかし、熾烈な議論の現場が終結すると、全く異なる姿を見せます。

インタビューや演説の終わりに、彼は習慣のようにこの言葉を付け加えます。

「ありがとうございます。申し訳ありません。愛しています。」
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この短い三つの言葉は、単なる決まり文句の挨拶ではありません。

自分を支えてくれる国民への心からの感謝、不足している点への内省、そして仲間である市民たち

への愛情を込めた表現です。あるコラムニストはこの三つの言葉を「道徳的人間の基本」と評価し

ました。

彼は自分の過ちを認めるのに惜しみません。4月10日総選挙の敗北後、彼はすべての責任を自分の

せいにしました。「すべての責任は私にあります。」他人や環境のせいにするのが容易な状況でも、

彼は言い訳をしませんでした。

12月3日の非常戒厳令事態においても同様でした。「戒厳を事前に予防できなかった点について、

国民の皆様にお詫び申し上げます。」彼は繰り返し頭を下げました。「すべては私の不徳のせいな

のです。」これは、言い訳に徹する既存の政治家たちとは対照的な態度でした。

ユーモラスな面もあります。中古楽器取引サイト『ムール（Mule）』でのエピソードです。ギター

エフェクターを購入するために直接取引に出かけたところ、顔が知られているため相手方が彼を認

識しました。相手方が値引きを要求すると、彼はこう答えました。

「値引きを頼んではいけないのでしょうか。」

笑って断ったものの、結局は値引きに応じてしまったという話です。公的な原則だけでなく、私的

な取引においても常識と公正を守ろうとする人。同時に頑固すぎない人間的魅力。この逸話から、

私たちは彼の二面性を見出します。

韓東勲は「言葉は飛んでいくものではなく、守るもの」と信じています。彼は「政治家は国民を教

えることはできない。国民から学ぶべきだ」と強調し、常に低い姿勢で対話しようと努めています。

彼の言葉には力があります。

その力は華やかな修辞や大きな声から来るものではありません。相手を尊重する態度、約束を守ろ

うとする意志、そしてどんな状況でも失わない人間としての品格。それが彼の言葉に重みを与えて

います。

2025年の時事ジャーナルのインタビューにおいて、彼はこう述べました。「最終的には失敗するか

もしれません。しかし、公的な決定に私心が介入していなければ、結果に対する責任は引き受ける

ことができます。無料のものはありません。得るものがあるなら、失うことも覚悟しなければなり

ません。」そして付け加えました。「不安や恐怖を感じないことが勇気ではなく、感じながらも行

動することが勇気です。」

「ありがとうございます。ごめんなさい。愛しています。」

最も平凡なこの三つの言葉が韓東勲の口から語られるとき、それは単なる挨拶ではなく、国民への

熱い告白となります。冷徹な理性と熱い胸を同時に備えた人。他者の苦痛に共感し、不正に対して

憤ることを知っている人。それが私たちが発見した「人間・韓東勲」の真の顔です。
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清州の教会で奉仕していた少年。弘大のクラブでパンクロックに夢中になっていた青年。中古ギター

を直売し「その値段では売れません」と言う「ミルジャー氏」。小学生に『モビ・ディック』を贈

る読書家。

これらすべての断片が集まり、「人間・韓東勲」というパズルを完成させます。

彼は華やかな経歴の裏に温かさを秘めた人物です。原則を重んじながらもユーモアを失わない人で

す。権力の頂点に立ちながらもギターを弾き、自分だけの時間を大切にする人です。

もしかすると、彼が戒厳令の夜にためらわず国会へ駆けつけた力は、こうした内面の強さから生ま

れたのかもしれません。

ロックンロールの抵抗精神。文学から学んだ共感能力。そして清州聖堂で学んだ公共の善の価値。

それが「人間・韓東勲」の根拠です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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エピローグ 荒野の冬、そして訪れる春

← 前の章

全章を見る

2026年2月のソウルは、とりわけ寒いです。

数日前に降った雪はまだ溶けていません。街路樹の枝は葉を落とし、冷たい風に揺れています。私

は窓の外を見ながら、ある一人のことを考えています。今この瞬間、彼はどこで何をしているので

しょうか。

韓東勲。

党から追放されてから数日が過ぎました。城の中では、数多くの人が言葉にできない悲しみを抱き

ながら、彼を見守っています。声を上げることさえできない状況ですが、彼らの心は皆、同じく荒

野へと向かっています。

私は知っています。この冬が永遠ではないことを。

韓東勲は今、荒野に立っています。

そこは寒く、風は激しく吹いています。しかし、彼は一人ではありません。城内の多くの人々は状

況上、一緒に立ち上がることはできませんが、心の中で彼を応援しています。彼の苦難が徒労に終

わらないよう、彼の修行がやがて実を結ぶよう、静かに、しかし切実に祈っています。

荒野は終わりではなく、始まりです。

私はこの本を書くにあたり、韓東勲という人物の生涯を深く見つめました。清州の聖堂で奉仕する

少年。ソウル大学法学部で黙々と学ぶ青年。検事として強者の不法に屈しなかった若き法曹。四度

の左遷にも原則を曲げなかった捜査官。そして、自党の大統領が宣言した戒厳令に立ち向かった野

党代表。

彼の人生には一貫した流れがあります。

正しいと信じる事の前で引かないこと。結果を恐れていてもすべきことを行うこと。派閥ではなく

原則を選ぶこと。

2024年12月3日の夜を再び思い起こします。

その日、韓東勲は沈黙することもできました。「状況を注視する」という曖昧な言葉で時間を稼ぐ

こともできました。大統領との友情や自身の政治的将来、党内の立場を考慮したのであれば、そう

することが賢明だったでしょう。

しかし、彼は戒厳令宣布から23分後に「違憲」と宣言しました。
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20年にわたる友情がすれ違ったかもしれません。自分を抜擢してくれた恩人への申し訳ない気持ち

が押し寄せたかもしれません。この選択がもたらす結果への恐れもあったかもしれません。しかし、

彼は国を選びました。

現在、大韓民国は闇の中にあります。

違憲の精神はなおも私たちの周囲を徘徊しています。ハン・ドンフンを象徴とする大韓民国の正し

さを、憲法が守ろうとする価値を弾圧しています。

憲法を守護した人を「裏切り者」として烙印押し、国を守った決断を「反逆」として着せ替えてい

ます。

しかし、私は信じています。亡霊が永遠に世を支配することはできません。

いつか間違った考えも目覚めるでしょう。

2024年12月3日の夜、何が正しく、誰が真に大韓民国を守ったのか、歴史の鏡の前に立つ日が来る

でしょう。その時、彼らが自身の過ちを直視し、正しさを受け入れる善き心で変化することを期待

します。

考えや判断は変わるものです。私はそれを信じています。

大韓民国の国民は決して忘れないでしょう。

戒厳令の夜、誰が国会へ駆けつけたのか。誰が憲法を守ったのか。誰が流血の事態を防いだのか。

今は政治の渦の中でその記憶が霞んでいるかもしれません。しかし時が経てば本質が現れます。歴

史は結局、真実の側に立ちます。

私は韓東勲が再び戻ってくると信じています。

彼が戻られる時、大韓民国は彼を必要とするでしょう。強者の横暴を「強強弱弱」の精神で防ぎ、

弱者を擁護する指導者。AI革命の波に乗って大韓民国を再び躍進させる、ビジョンあるリーダー。

城の中の人々は、その足音を見守りながら祈っています。彼の道に光が共にありますように。彼の

苦難が大韓民国の繁栄として帰ってきますように。

窓の外には、冬はまだ冷たいままです。

しかし、梅は最も寒い冬に咲きます。闇が最も濃い時、夜明けは近いです。私は待ちます。私たち

全員が待ちます。

春が訪れますように。荒野を越えて彼が戻ってきますように。温かく繁栄する大韓民国を共に創る

その日が来ますように。

韓東勲。

荒野は終わりではありません。荒野は始まりです。



107

あなたの春を待っています。

大韓民国があなたを待っています。

2026年2月 金京珍
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